
2023
Jul
月号7広報はやしま

P u b l i c  R e l a t i o n s   N o . 1 9 8 8

子どもからお年寄りまでみんな笑顔になる
人にやさしいまちの情報誌

　　はやしま学協働本部では、学校・家庭・地域が一体となっ
て子どもたちの学びを支援する「早島町学校教育ビジョン」の
一環として、今年も「はやしま塾」を開催しています。
　大学生や地域ボランティアの皆さんの協力のもと、たくさん
の子どもたちの学びをサポートしています。

今月号の主な内容
P ２ 〜 ３ 早島駅周辺拠点整備事業の実施

設計の概要をお知らせします
P ４ 〜10 まちからのお知らせ

「７月３０日㈰は早島町長選挙及び早島町
  議会議員補欠選挙の投票日です」ほか

P11〜21 健康＆福祉ガイド
「アートチャイルドケア岡山
 早島保育園入園児募集」

「非課税世帯を対象とした緊急
 支援給付金のご案内」ほか

P22〜25 まちのイベントガイド、投句
P26〜27 こどもガイド
P28〜29 まちかど情報
P30〜33 まちのできごと

土曜はやしま塾（小１～中３）

英会話塾（小５～６）

英会話塾中学生ボランティア

放課後はやしま塾（小１～３）



北 棟 に は、 ト イ レ 及 び 町の情報発信もできる
憩いのスペースも配置 します。

駅改札口へは、左側の階段と、右側のエレベーター
からアクセスできます。歩行者の目線に入る１階部
分の外壁は木調とすることで、膜屋根の庇が透過す
る適度な光と併せ親しみやすい空間を演出します。

南北ともホームに入る手前に改札口があります。
エレベーターから開札口までの移動距離に配慮して
います。

拠点機能としては、都市計画法の規定により町が実施
する公益的施設とする必要があることや、国の交付金
の条件として賑わい創出の機能が求められることから、
防音機能を備えた多目的交流スペースとしています。

狭い奥行（柱間隔 5 ｍ）の中に階段・エレベーター・待合
スペースを納め、階段下のスペースを、トイレや情報発信ス
ペースなどに活用した合理的な平面としています。

ホーム屋根は、自由通路下も含めると 15 ｍ
の長さを南北とも確保しています。

床の高さは①地上高さ、②ホーム高さ、③自由通路高
さの３段階となっており、それらをエレベーターと階
段で結んでいます。

北 口・ 南 口 と も、駅複合施設を中心に、駅前広場・駐車場・駐輪
場 と い う 用 途 構成として配置しています。

■建物概要
工事期間 令和６年度〜令和７年度
敷地面積 3,843 ㎡
延べ床面積 795 ㎡
構造 鉄骨造２階建・一部鉄筋コンクリート造平屋建
南北自由通路延長・幅員 延長：17.4 ｍ　通路有効幅員：２ｍ

設備等概要

エレベーター　南北各１基（11 人乗り）
トイレ（男・女・多目的）（多目的トイレはオ
ストメイト対応）
太陽光発電設備：13.5KW ｈ
北棟屋内交流スペース：100 ㎡（60.5 帖）
南棟屋内交流スペース：65 ㎡（39 帖・防音仕様）

■配置図

■ 駅 構 内 図 （フロアマップ）

■１階平面図

自由通路

位置
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自由通路の両端には、階段降り口とエレベーターが
あります。エレベーターホールの壁を木調とし、開
放的な窓と膜屋根からの光で、閉塞感のない明るい
空間とします。

外気や天候の影響を受けない、窓で囲まれた開放的
な内部空間にしています。
これにより雨の吹込み等による床滑りも防止できます。

東部分は、屋外交流スペースや遊具のある広場を中
心とした屋外での多目的な利用に対応するエリアと
しています。遊具は車いす利用者でも一緒に楽しめ
る「インクルーシブ」タイプの遊具としています。

北 棟 に は、 ト イ レ 及 び 町の情報発信もできる
憩いのスペースも配置 します。

屋内空間は、交流スペース 100 ㎡と、
決して大きくはありませんが、3.8 ｍ
の深い軒下空間が、建物の内と外を緩
やかに結び付けることで、日本の縁側
のような外部広場と一体となった利用
を可能とします。

自由通路は駅利用者以外も自由に通行でき
ます。また、この自由通路は南北の交流ス
ペースが一体的に繋がるよう機能します。

北 口・ 南 口 と も、駅複合施設を中心に、駅前広場・駐車場・駐輪
場 と い う 用 途 構成として配置しています。

■概算事業費
概算事業費（設計・用地費含む） 約 14.7 億円

国実質負担額 約 8.0 億円
町実質負担額 約 6.7 億円

※事業費は現時点のもので今後変更する場合があります。

■２階平面図

早島駅周辺拠点整備事業の
実施設計の概要をお知らせします
　早島駅のバリアフリー化実現を主とした拠点整備事業について、実施設計の概要をお知らせし
ます。駅周辺をまちづくり拠点として整備することで、国の財政支援を得ながらバリアフリー化
を進めるものですが、できるだけ延床面積を抑え、広場やオープンスペースによる拠点化を意識
した設計としています。現在も関係機関と協議を行っており、内容を変更する場合があります。

■北側イメージパース

■配置図

■ 駅 構 内 図 （フロアマップ）
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早
島
駅
周
辺
拠
点
整
備
事
業
の
実
施
計

画
案
に
つ
い
て
町
民
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

開
催
し
た
２
回
の
説
明
会
で
計
１
０
３

名
の
方
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
経
過
や
実
施
計
画
案
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
ご
質

問
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

説
明
会
の
資
料
及
び
質
疑
応
答
の
内
容

等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

【
説
明
会
参
加
者
数
】

《
第
１
回
》

　

令
和
５
年
４
月
23
日
（
日
）
67
名

《
第
２
回
》

　
令
和
５
年
４
月
26
日
（
水
）
36
名

【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】

　

早
島
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
の
補
助
金
活

用
を
目
指
し
、
乗
降
客
数
の
増
加
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響
も

あ
り
、
補
助
金
要
件
の
乗
降
客
数
の
達
成

は
難
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。そ
こ
で
、

地
方
創
生
に
係
る
国
の
交
付
金
を
活
用
す

る
方
向
へ
切
り
替
え
る
こ
と
と
し
、
駅
周

辺
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
拠
点
と
し
て
整
備

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
駅
周
辺
は
市
街

化
調
整
区
域
で
あ
り
、
都
市
計
画
法
上
設

置
で
き
る
用
途
に
限
り
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
交
付
金
採
択
条
件
を
満
た
す
ま
ち
づ

く
り
拠
点
と
し
て
整
理
で
き
る
用
途
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
２
点
の

条
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て
人
々
が
集
う

交
流
ス
ペ
ー
ス
等
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。

　

な
お
、
こ
の
地
方
創
生
に
係
る
補
助
金

を
受
け
た
駅
周
辺
拠
点
整
備
を
行
う
こ
と

を
条
件
に
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び

南
口
改
札
の
新
規
開
設
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

側
か
ら
合
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

【
説
明
会
で
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
　

 

質
疑
と
そ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方
等
】

Q 

も
っ
と
事
業
費
を
落
と
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
が
い
か
が
か
。

A  

駅
周
辺
を
ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
で
、
国
の
財
政
支
援
を
得

な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
は
必
須
の
条

件
で
あ
る
。
そ
の
中
で
交
流
ス
ペ
ー
ス
は

ま
ち
づ
く
り
拠
点
と
言
え
る
必
要
最
小
限

の
程
度
の
も
の
と
し
て
お
り
、
情
報
発
信

ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
は
階
段
下
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
設
置
す
る
等
、
で
き
る
だ

け
延
床
面
積
を
広
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

意
識
し
て
設
計
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
壁

や
膜
屋
根
は
劣
化
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
用
を
で
き
る
だ
け
要
さ
な
い
よ
う
質
を

落
と
さ
な
い
で
設
計
し
て
お
り
、
長
年
に

渡
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
意
識
し
た
設
計

と
し
て
い
る
。

Q 

説
明
会
以
前
は
広
報
紙
に
よ
る
周

知
・
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
こ
れ
で
町
民
の
意
見
が
吸
い

上
げ
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
住
民
の

総
意
は
ど
う
や
っ
て
決
め
た
の
か
。
自
治

会
単
位
で
の
説
明
会
を
要
望
す
る
が
い
か

が
か
。

A 

意
見
の
集
約
と
い
う
目
的
で
広
報
紙

が
な
か
な
か
機
能
し
づ
ら
い
と
い
う
こ
と

は
申
し
訳
な
い
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
は
、
議
員
の
方
に
よ
る
署
名
活
動

や
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
ニ
ー
ズ
が
高

い
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
進
め
て
き
た
。

今
回
の
計
画
を
進
め
る
中
で
、
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
や
都
市
計
画
法
上
の
制
限
等
で
実
施

で
き
る
内
容
が
日
々
変
わ
っ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
あ
る
程
度
お
示
し
が
で
き
る
段

階
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
。
ま
た
、
町
民

の
皆
様
か
ら
広
く
意
見
を
聴
き
、
一
緒
に

駅
前
周
辺
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

か
検
討
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、
先
ほ
ど

の
制
約
や
国
か
ら
の
交
付
金
採
択
条
件
も

あ
り
、使
途
が
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
状
況
で
、

な
か
な
か
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

今
後
も
機
会
を
捉
え
て
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ

等
で
説
明
を
行
い
、
問
い
合
わ
せ
に
つ
い

て
も
丁
寧
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

早
島
駅
周
辺
拠
点
整
備
事
業
に
関
す
る
町
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

2023.7  HAYASHIMA 4



Q 

令
和
何
年
度
完
成
か
。

A  
令
和
７
年
度
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

Q 

南
口
改
札
を
開
設
し
た
と
し
て
も
、

南
側
は
農
振
農
用
地
で
あ
り
早
島
町
の
活

性
化
に
は
寄
与
し
な
い
。
南
側
を
開
発
発

展
さ
せ
る
、
若
し
く
は
農
地
の
ま
ま
維
持

発
展
を
目
指
す
な
ど
、
駅
周
辺
事
業
だ
け

で
は
な
く
、
長
期
を
見
据
え
た
諸
々
施
策

の
実
施
を
求
め
る
。

A  

今
回
の
南
口
改
札
の
開
設
は
、
Ｊ
Ｒ

と
し
て
は
非
常
に
大
き
な
決
断
で
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
が
町
に

と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
、
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
南
側
を
活
性
化
さ
せ
る
か
に
つ

い
て
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
も
し
っ
か

り
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

〇
そ
の
他
頂
戴
し
た
ご
意
見

・
早
島
の
今
後
の
活
性
化
を
考
え
る
た
め

に
は
必
要
な
事
業
だ
と
思
う
。

・
自
分
は
障
が
い
が
あ
る
が
、
跨
線
橋
を

昇
り
降
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
変
で

あ
り
、
雨
の
日
は
こ
と
さ
ら
苦
労
す
る

た
め
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
車
で
移
動

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
障
が
い
の
あ

る
人
に
も
使
い
や
す
い
駅
整
備
を
希
望

す
る
と
と
も
に
、
そ
う
い
っ
た
駅
で
あ

れ
ば
利
用
者
も
増
え
る
と
考
え
る
。

・
観
光
セ
ン
タ
ー
に
一
時
ほ
ど
人
が
集

ま
っ
て
こ
な
い
の
で
、
今
回
の
整
備
と

一
緒
に
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
施
策
を
し

て
ほ
し
い
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
歴
代
の
町
長
達
が

長
き
に
渡
っ
て
尽
力
し
て
き
た
こ
と
で

あ
り
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
形
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
実
現
を
期
待
し
た

い
。

　

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
、

長
年
の
懸
案
事
項
の
早
期
実
現
に
向

け
、
関
係
法
令
や
国
の
財
政
支
援
を

受
け
る
た
め
の
条
件
整
理
の
中
で
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

併
設
す
る
用
途
を
検
討
す
る
余
地
が

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
も
ま
と
ま
っ
た
内
容
は
広
報

紙
を
通
じ
て
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
関
す
る
ご
意
見
や

ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
担

当
ま
で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
総
務
課
整
備
計
画
室

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
１
）

令
和
５
年
９
月
か
ら
12
月
の
保
育
園
副
食

費
と
幼
稚
園
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す

　

こ
の
度
、
早
島
町
で
は
物
価
高
騰
に
伴

う
子
育
て
支
援
対
策
の
一
環
と
し
て
、
令

和
５
年
９
月
か
ら
令
和
５
年
12
月
の
４
か

月
間
、
保
育
園
副
食
費
と
幼
稚
園
給
食
費

を
無
償
化
し
ま
す
。
対
象
者
と
金
額
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
育
園
】

　

認
可
保
育
所
を
利
用
し
て
い
る
町
内
在

住
の
３
歳
以
上
の
園
児
の
副
食
費
を
月
額

２,
５
０
０
円
無
償
化
し
ま
す
。
副
食
費

と
は
給
食
費
の
う
ち
、
お
か
ず
代
や
お
や

つ
代
に
相
当
す
る
部
分
で
す
。
な
お
、
主

食
費
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
各
園
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
幼
稚
園
】

　

早
島
幼
稚
園
に
通
う
４
歳
以
上
の
園
児

の
給
食
費
２,
０
０
０
円
を
無
償
化
し
ま

す
。

問　
健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

令
和
５
年
度
学
校
給
食
費
の

　
　
一
部
無
償
化
を
実
施
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等

に
伴
う
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
に
よ
る
保

護
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

期
間
限
定
で
町
内
の
小
学
校
、
中
学
校
の

給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。な
お
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
の
申
請
等
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

〇
対
象
校

　

早
島
小
学
校
、
早
島
中
学
校

〇
実
施
期
間

　

令
和
５
年
９
月
〜
12
月
分
給
食
費

問　
学
校
教
育
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
３
・
２
２
１
１
）
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エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
る
町
民
及
び
事
業
所
の
経
済

的
な
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
水
道
料
金
の
基
本
料
金
部
分
を
減

免
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
請
求
額
が
発
生
し
な

い
場
合
、納
入
通
知
書
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
検
針
時
に
投
函
す
る
お
知
ら

せ
票
（
検
針
票
）
の
金
額
は
空
欄
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
使
用
料
は
減
免
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
農
業
者
の
皆

様
へ
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。
希
望
す
る

場
合
は
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
援
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
令
和
5
年
1
月
1
日
時
点
で
町
内
に
住

所
を
有
す
る
人
（
法
人
含
む
）

②
令
和
4
年
分
の
確
定
申
告
等
で
農
業
所

得
の
申
告
を
行
っ
た
人

③
今
後
も
営
農
を
継
続
す
る
意
思
が
あ
る

人
●
支
援
金
の
額

　

令
和
4
年
分
の
確
定
申
告
書
等
に
記
載

・
対
象
者

　

全
給
水
契
約
者

※
減
免
を
受
け
る
た
め
の
申
請
は

　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

・
対
象
期
間

　

令
和
5
年
度
3
期
（
令
和
5
年
8
月

請
求
分
）
〜
令
和
5
年
度
6
期
（
令
和

6
年
2
月
請
求
分
）

さ
れ
た「
肥
料
費
」の
2
割（
上
限
30
万
円
）

た
だ
し
、
農
林
水
産
省
・
岡
山
県
が
実
施

す
る
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
費
補
助

金
」
の
交
付
を
受
け
る
場
合
は
1
割

●
申
請
期
限

　

令
和
5
年
8
月
1
日
か
ら
令
和
5
年
11

月
30
日
ま
で

●
申
請
方
法

　

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

担
当
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は

8
月
1
日
以
降
に
役
場
窓
口

に
設
置
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
開
し
ま
す
。

水
道
基
本
料
金
の
減
免
に
つ
い
て

肥
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
金
に
つ
い
て

問　
建
設
農
林
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
４
）

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
町
内
の
住
宅
に
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
関
連
シ
ス
テ
ム
を
設
置
・
購
入
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
対
象
機
器
等
（
補
助
限
度
額
）

1 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
…
（
８
万
円
）

2 

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
…
（
３
万
円
）

3 

定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
10
万
円
）

4 

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
７
万
円
）

5 

電
気
自
動
車
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
…
…
（
10
万
円
）

6 

電
気
自
動
車
等
Ｖ
２
Ｈ
充
電
設
備　

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
10
万
円
）

※
い
ず
れ
も
未
使
用
品
か
つ
リ
ー
ス
品
で

な
い
も
の
で
、
家
庭
用
と
し
て
使
用
す

る
も
の

補
助
対
象
者

1 

早
島
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
（
電

気
自
動
車
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
初
度
登
録
の
１

年
以
上
前
か
ら
記
録
）
さ
れ
て
い
る
人

2 

令
和
５
年
３
月
26
日
以
降
に
補
助
対

象
機
器
を
設
置
・
購
入
さ
れ
た
人

3 

町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

4 

暴
力
団
員
・
暴
力
団
関
係
者
で
な
い

人
予
算　

令
和
５
年
度
予
算
額

　

２
０
０
万
４
千
円
→
５
０
０
万
４
千
円

※
令
和
５
年
度
補
正
後
、増
額
し
ま
し
た
。

補
助
対
象
受
付
終
了
日

　

令
和
６
年
３
月
25
日

※
交
付
決
定
は
受
付
順
に
行
い
、
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま

す
。

申
請
方
法

　

補
助
対
象
機
器
等
を
設
置
・
購
入
後
、

「
補
助
金
交
付
申
請
書
」
に
必
要
書
類
を

添
え
て
町
民
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
交
付
申
請
書
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
町

民
課
の
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
書
類
の
完
備
が
確
認
で
き
た
順
に
、
申

請
を
受
理
し
ま
す
。

住
宅
用
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

補
助
金
に
つ
い
て

問　
町
民
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
３
）

問　
上
下
水
道
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
７
）
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【
投
票
】

投
票
日
時

　

７
月
30
日
（
日
）　

７
時
〜
20
時

投
票
場
所　

早
島
小
学
校　

屋
内
運
動
場

投
票
で
き
る
人

　

左
記
の
（
1
）
〜
（
3
）
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
人

（
1
）
住
所
要
件　

令
和
５
年
４
月
24
日

（
24
日
を
含
む
。）
ま
で
に
早
島
町
に

お
い
て
住
民
票
が
作
成
さ
れ
引
き
続

き
町
内
に
在
住
の
人

（
2
）
年
齢
要
件　

平
成
17
年
７
月
31
日

（
31
日
を
含
む
。）
以
前
に
生
ま
れ
た

満
18
歳
以
上
の
人

（
3
）
法
令
要
件　

選
挙
法
令
の
選
挙
権

を
有
し
な
い
者
に
該
当
し
な
い
人

持
参
す
る
も
の　

投
票
所
入
場
券（
ハ
ガ
キ
）

　

入
場
券
を
事
前
に
送
付
し
ま
す
が
、
届

い
て
い
な
い
人
、
紛
失
等
し
た
人
は
、
投

票
所
入
口
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

【
開
票
】

開
票
日
時

　

７
月
30
日
（
日
）　

20
時
45
分
〜

開
票
場
所

　

早
島
町
中
央
公
民
館　

多
目
的
教
室

【
期
日
前
投
票
】

　

投
票
日
当
日
に
次
の
（
1
）
〜
（
5
）

に
該
当
す
る
人
で
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
所
で
投
票

で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
裏
面
の
宣
誓

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

（
1
）
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
が
あ
る
人

（
2
）
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど

の
用
事
で
早
島
町
外
に
出
か
け
て
不

在
の
人

（
3
）
疾
病
、
出
産
又
は
身
体
障
が
い
な

ど
の
た
め
に
歩
行
が
困
難
な
人

（
4
）
住
所
移
転
の
た
め
に
他
の
市
町
村

に
居
住
す
る
人

（
5
）
天
災
又
は
悪
天
候
に
よ
り
投
票
所

に
到
達
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

期
日
前
投
票
期
間

　

７
月
26
日
（
水
）
〜
７
月
29
日
（
土
）

８
時
30
分
〜
20
時

期
日
前
投
票
場
所

　

早
島
町
期
日
前
投
票
所
（
早
島
町
役
場

２
階
）

7
月
30
日（
日
）は
早
島
町
長
選
挙
及
び

早
島
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
【
不
在
者
投
票
等
】

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
不
在
者
投
票
等

を
利
用
し
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
1
）
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指

定
し
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に

入
院
（
所
）
中
の
人
は
、
そ
の
施
設

内
で
投
票
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

入
院
（
所
）
施
設
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

（
2
）
仕
事
や
旅
行
で
期
日
前
投
票
期
間

中
も
早
島
町
に
不
在
の
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
手
続
き
を
行
え
ば
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
早
島
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

（
3
）
期
日
前
投
票
に
来
た
時
点
で
満
18

歳
に
達
し
て
い
な
い
人
は
、
期
日
前

投
票
で
な
く
、
不
在
者
投
票
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

（
4
）
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
選

挙
法
令
の
一
定
の
障
が
い
に
該
当
す

る
人
又
は
介
護
保
険
被
保
険
証
を
お

持
ち
で
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
早
島
町

選
挙
管
理
委
員
会
で
申
請
手
続
き
を

し
た
上
で
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
れ
ば
、
自
宅
等
で
投

票
用
紙
に
記
入
し
、
郵
便
等
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便
等
投
票

の
投
票
用
紙
請
求
期
限
は
７
月
26
日

（
水
）
到
着
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
早
め
の
請
求
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
早
島
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

 

感
染
対
策
】

　

投
票
所
及
び
期
日
前
投
票
所
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
基
本
的
な

感
染
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
「
三
つ
の

密
」
の
回
避
、「
人
と
人
と
の
距
離
の
確

保
」、「
手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
」、「
換
気
」

等
を
励
行
し
ま
す
。

問　
早
島
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
〒
７
０
１-

０
３
０
３

　
　
都
窪
郡
早
島
町
前
潟
３
６
０-

１

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
１
）

　
こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
早
島
町
政
を
担
う
、
私
た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
大
変
重

要
な
選
挙
で
す
。
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
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　所得が少ないときや失業等により保険料を納めることができない場合には、本人の申請によって、保
険料の納付が免除される制度があります。

① 免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由
がある場合に、保険料が全額免除または一部免除となります。なお、一部免除は、
減額された保険料を納めないと未納期間となりますので、必ず納めてください。

②若年者納付猶予制度
50歳未満の人（学生を除く）で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

③学生納付特例申請
学生の人で本人の前年所得が一定額以下基準の場合に、納付が猶予されます。
※付加年金又は国民年金基金に加入中の場合に、免除等が承認されると脱退となります。

■過去２年まで遡って免除申請ができます

　過去２年間（申請月の２年１か月前の月分）まで免除を申請できます。
過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある人は、お近くの年金事務所へお問い合わせください。
申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありますので、速やかに
申請してください。

■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い
   

（注１）保険料を納めた場合と比べて、受け取る年金額が以下のとおりとなります。（平成 21 年４月以降の免除期間）
　　　　・全額免除の場合…２分の１　　・４分の３免除の場合…８分の５
　　　　・半額免除の場合…４分の３　　・４分の１免除の場合…８分の７
 （注２）一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。

問　倉敷東年金事務所（☎ 086・423・6150）
　　町民課（☎ 086・482・0613）

国民年金保険料の免除制度をご存知ですか

納　付 全額免除
一部免除

（4分の3、半額、
4分の1免除）

若年者納付猶予
学生納付特例 未　納

老齢・障害・遺族基礎年
金の受給資格期間に… 含まれる 含まれる 含まれる

（注２） 含まれる 含まれない

老齢基礎年金額の計算に… 計算される 計算される
（注１）

計算される
（注１､ ２） 計算されない 計算されない

～マイナポータルから国民年金手続の電子申請ができます～
≪対象手続き≫
①国民年金第１号被保険者加入の届出
　（退職後の厚生年金からの変更等）
②国民年金保険料免除・納付猶予の申請
③国民年金保険料学生納付特例の申請

≪メリット≫
① 24 時間 365 日、申請ができます。
②スマートフォンから申請できます。
③処理状況も申請結果も確認できます。

まずはマイナポータルの「利用者登録」が必要です。
手続きにはマイナンバーカードと、その受け取り時に設定したパスワードが必要です。
https://myna.go.jp
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補
助
対
象
者

　

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

（
１
）
早
島
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
65

歳
以
上
の
人

（
２
）
補
助
対
象
車
両
の
自
動
車
検
査
証

等
に
記
載
さ
れ
た
使
用
者

（
３
）
有
効
な
自
動
車
運
転
免
許
証
を
保

有
し
て
い
る
人

（
４
）
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

（
５
）
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

補
助
対
象
車
両

　

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
車

両（１
）
自
動
車
検
査
証
の
自
家
用
・
事
業

用
の
別
欄
に
「
自
家
用
」
と
記
載
さ

れ
た
も
の

（
２
）
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
を

設
置
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
も
の

（
３
）
営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
な
い
も
の

補
助
金
額

　

整
備
費
用
の
3
分
の
2（
上
限
10
万
円
）

※
千
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

（
１
）
交
付
申
請
書

（
２
）
装
置
の
整
備
に
係
る
見
積
書
の
写

し

（
３
）
補
助
対
象
車
両
の
使
用
者
が
記
載

さ
れ
た
自
動
車
検
査
証
等
の
写
し

（
４
）
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

※
注
意
事
項
※

・
補
助
金
申
請
は
装
置
の
整
備
前
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
装
置
の
整
備
は
、
岡
山
県
内
の
整
備
事

業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
補
助
金
の
交
付
は
、
補
助
対
象
者
1
人

に
つ
き
車
両
1
台
か
つ
1
回
限
り
で

す
。

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は

早
島
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
に
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置

整
備
費
を
補
助
し
ま
す

問　
総
務
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
1
）

　
近
年
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る

交
通
事
故
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
早
島
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
を

対
象
に
、
後
付
け
で
き
る
踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装
置
の
整
備
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象
者　

満
65
歳
以
上
の
町
民

助
成
額

　

対
象
機
器
の
購
入
費
及
び
設
置
費
用
の

合
計
額
の
２
分
の
１
（
た
だ
し
上
限
５,

０
０
０
円
）

対
象
機
器
（
機
能
）

　

迷
惑
電
話
を
防
止
す
る
次
の
い
ず
れ
か

の
機
能
を
有
す
る
固
定
電
話
機
又
は
固
定

電
話
機
に
接
続
し
て
用
い
る
機
器
（
以
下

「
対
象
機
器
」）

・
注
意
喚
起
機
能
…
事
前
に
登
録
し
て
い

な
い
電
話
番
号
か
ら
の
着
信
に
対
す
る

注
意
を
促
す
機
能

・
自
動
録
音
機
能
…
通
話
の
内
容
を
自
動

的
に
録
音
す
る
機
能
、
及
び
着
信
の
相

手
に
対
し
録
音
を
行
う
旨
の
応
答
を
自

動
的
に
行
う
機
能

・
着
信
拒
否
機
能
…
被
害
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
の
あ
る
電
話
の
着
信
を
自
動
的

に
切
断
す
る
機
能

※
注
意
事
項
※

・
購
入
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
本
助
成
事
業
の
対
象
と
な
る
た
め
に

は
、
町
内
の
電
気
店
か
ら
対
象
機
器
を

購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
そ
の
他
、
必
要
書
類
等
の
細
か
い
条
件

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
企
画

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

　

令
和
6
年
2
月
29
日
（
木
）
ま
で

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
、

機
能
付
き
電
話
機
等
の
購
入
を
助
成
し
ま
す

　
公
的
機
関
や
実
在
す
る
企
業
名
、
家
族
等
を
か
た
っ
て
家
族
構
成
や
資
産
状
況

な
ど
を
聞
き
出
し
、
所
在
確
認
を
し
よ
う
と
す
る
、
「
ア
ポ
電
（
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
電
話
）
」
と
思
わ
れ
る
不
審
な
電
話
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
早
島
町
で
は
、
特
に
被
害
を
受
け
や
す
い
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
特
殊
詐

欺
等
の
被
害
防
止
を
未
然
に
防
ぐ
機
能
を
有
す
る
機
器
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

問　
ま
ち
づ
く
り
企
画
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
２
）
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野
良
猫
へ
の
安
易
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

早
島
町
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り

組
み
と
し
て
、
家
庭
で
使
わ
れ
ず
余
っ
て

い
る
未
開
封
の
食
品
を
持
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
、
必
要
と
し
て
い
る
個
人
・
団
体
な

ど
に
寄
付
す
る
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
町
役

場
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

持
込
場
所　

役
場
１
階
町
民
課

持
込
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
対
応
食
品　

　

穀
類
、
缶
詰
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
・
レ
ト

ル
ト
食
品
、
お
菓
子
、
調
味
料
、
乾
物
、

飲
料
（
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
除
く
）
で
、
次

の
条
件
を
満
た
す
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
か
つ

賞
味
期
限
が
１
か
月
以
上
あ
る
も
の

・
常
温
で
保
存
が
可
能
な
も
の

・
未
開
封
で
あ
る
も
の

・
破
損
し
て
い
な
く
、
中
身
が
出
て
い
な

　

野
良
猫
に
「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と

安
易
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
多
く
の
猫
が

周
囲
に
集
ま
り
、
繁
殖
し
、
結
果
的
に
交

通
事
故
や
病
気
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
不

幸
な
猫
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
近
所
で
は
、
糞
尿
に
よ
る
被
害
、

い
も
の

※
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
そ
の
場
で
配
布

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
持
ち
寄
っ
て
い
た

だ
い
た
食
品
は
、「
ほ
っ
と
け
ん
ネ
ッ
ト

早
島
※
」
の
事
務
局
で
あ
る
早
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
し
て
、
支
援
が
必
要
な

家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

希
望
す
る
ご
家
庭
は
、
早
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
食
品
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

鳴
き
声
が
う
る
さ
い
、
車
が
爪
で
傷
を
つ

け
ら
れ
る
等
の
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
飼

育
す
る
つ
も
り
の
な
い
野
良
猫
へ
の
「
安

易
な
エ
サ
や
り
」
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問　
町
民
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
３
）

　
　

早
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
３
０
０
０
）

問　
町
民
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
３
）

人
権
相
談

　

お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
差

別
・
体
罰
・
虐
待
・
い
じ
め
・
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
ハ
ラ
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
・
誹
謗
・

中
傷
・
家
族
関
係
・
近
隣
関
係
・
不
法
行

為
な
ど 

　

予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

7
月
12
日
（
水
）
9
時
〜
12
時

場
所　

町
民
総
合
会
館
（
ゆ
る
び
の
舎
）

　
　
　

２
階
集
会
室　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
者　

早
島
町
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

日
笠　

淸　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

裕
子

※
令
和
5
年
７
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
次
の
と
お
り
人
権
擁
護
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
３
年

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
笠　

淸　

氏
（
再
任
）

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、

屋
外
照
明
施
設
や
家
庭
の
電
気
を
消
す
こ

と
で
、電
気
の
大
切
さ
や
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
て
、
地
球
温
暖

化
防
止
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

７
月
７
日
（
金
）「
七
夕
（
ク
ー
ル
ア
ー

ス
・
デ
ー
）」
の
20
時
か
ら
22
時
ま
で
は
、

特
別
実
施
日
と
し
て
、
夜
間
の
一
斉
消
灯

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
夜
間
の
屋
外
照

明
施
設
の
消
灯
、
家
庭
で
は
一
つ
の
部
屋

に
集
ま
り
、
他
の
部
屋
の
照
明
を
消
灯
す

る
な
ど
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
可
能
な
範
囲

で
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
エ
ア
コ
ン
は
室
温
28
℃
を
心

掛
け
、
”す
だ
れ
“
や
”よ
し
ず
“
な
ど
で

窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
な
ど
、
夏

の
節
電
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
町
民
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
３
）

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」に
ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
家
庭
で
余
っ
て
い
る
未
開
封
食
品
を
必
要
な
人
へ
届
け
ま
せ
ん
か
〜

問　
町
民
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
２
）

※
「
ほ
っ
と
け
ん
ネ
ッ

ト
早
島
」
と
は
？

　
早
島
町
内
の
5
つ
の

社
会
福
祉
法
人
の
連
絡

協
議
会
で
、
本
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
活
動
の
ほ
か

に
も
、
専
門
職
に
よ
る

地
域
へ
の
相
談
対
応

や
、
施
設
備
品
・
車
両

等
の
無
償
提
供
等
の
地

域
貢
献
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

特
別
実
施
日
に
つ
い
て
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入
園
申
込
受
付
期
間

一
次
募
集
受
付
期
限

7
月
31
日
（
月
）
ま
で

（
土
・
日
・
祝
は
除
く　

8
時
30
分
〜

17
時
15
分
）

二
次
募
集
受
付
期
間

8
月
1
日
（
火
）
〜
8
月
31
日
（
木
）

（
土
・
日
・
祝
は
除
く　

8
時
30
分
〜

17
時
15
分
）

●
対
象

　

父
も
し
く
は
母
、
及
び
児
童
が
早
島
町

在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
保
育
を
必
要
と

す
る
事
由
に
該
当
し
、
保
育
所
で
の
保
育
が

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
児
童

①
月
64
時
間
以
上
労
働
す
る
こ
と
を
常
態

と
し
て
い
る

②
出
産
前
後
２
か
月
以
内
で
あ
る　

③
病
気
や
け
が
、
又
は
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
児
童
の
保
育
が
困
難
で
あ
る

④
同
居
親
族
等
を
常
時
介
護
又
は
看
護
を

し
て
い
る

⑤
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含
む
）
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
る

⑦
就
学
や
職
業
訓
練
の
た
め
、
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い

⑧
児
童
虐
待
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
、
又
は
Ｄ
Ｖ
に
よ
り
保
育
を
行
う
こ

と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

●
募
集
定
員
等　

　

約
50
名  

（
生
後
57
日
か
ら
就
学
前
ま
で

の
児
童
）

※
３
歳
児
以
上
の
受
け
入
れ
も
行
い
ま
す

が
、
令
和
５
年
度
は
０
〜
２
歳
児
を
中

心
に
受
け
入
れ
予
定
で
す
。

●
保
育
時
間
・
開
所
時
間

　

月
〜
土
曜
（
7
時
〜
19
時
）

※
18
時
〜
19
時
に
つ
い
て
は
、
別
途
延
長

保
育
料
が
必
要
で
す
。

●
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
早
島
町
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
認
定
申
請
書
（
現
状
届
）
兼
施
設
利

用
申
込
書
（
継
続
確
認
書
）

②
就
労
証
明
書
等
の
保
育
の
必
要
性
の
事

由
が
わ
か
る
書
類

③
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
の
届
出

書

　
※
新
規
申
込
み
の
人　

①
〜
③
が
全
て
必

要
で
す
。

※
他
の
保
育
園
等
に
入
園
希
望
を
出
し

て
い
る
人
や
希
望
順
位
を
変
更
す
る

人
（
待
機
中
の
人
）
は
①
が
必
要
で
す
。

ま
た
既
に
提
出
済
み
の
②
に
つ
い
て
、

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
再
度
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
町
内
の
認
可
園
に
通
わ
れ
て
い

る
人
で
、
転
園
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

転
園
届
が
必
要
で
す
。

　

必
要
書
類
は
健
康
福
祉
課
で
お
渡
し
し

ま
す
。
ご
記
入
後
、
受
付
期
間
内
に
健
康

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

書
類
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
申
込
案
内
を
よ
く
読
ん
で
申

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
承
諾
通
知
（
入
所
の
諾
否
）

　

一
次
募
集
受
付
分
は
令
和
５
年
８
月
中

旬
以
降
、
二
次
募
集
受
付
分
は
令
和
５
年

９
月
中
旬
以
降
送
付
予
定

※
入
所
は
申
込
受
付
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
に
は
入
所
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
て
提
出
し
た
場
合
は

2
次
選
考
以
降
に
な
り
ま
す
。

※
申
込
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
、
勤
務

先
等
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問　

健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

　
　（
暫
定
）
ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

　
　
岡
山
早
島
西
コ
ミ
保
育
園

　
　(

☎
０
８
０
・
４
１
２
８
・
６
１
３
９)

ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
岡
山
早
島
保
育
園
入
園
児
募
集

ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
岡
山
早
島
保
育
園
が
本
年
10
月
に
開
園
し
ま
す
。

入
園
申
込
書
及
び
申
込
案
内
を
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
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非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た

　
　
　
　
　
緊
急
支
援
給
付
金
の
ご
案
内

　

基
準
日
（
令
和
５
年
５
月
１
日
）
時
点

で
早
島
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
世
帯
で
、

世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
世
帯

　

た
だ
し
、
租
税
条
約
に
よ
る
住
民
税
の

減
免
を
届
け
出
て
い
る
人
、
住
民
税
と
な

る
所
得
が
あ
る
の
に
未
申
告
で
あ
る
人
が

含
ま
れ
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

　

１
世
帯
あ
た
り
３
万
円

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
７
月
下
旬

か
ら
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確

認
の
上
、
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
確
認
書
の
提
出
期
限
は
令
和

５
年
９
月
30
日
（
必
着
）
で
す
。

　

な
お
、
令
和
４
年
度
の
緊
急
支
援
給
付

金
の
対
象
だ
っ
た
世
帯
で
、
代
表
者
の
支

給
口
座
の
登
録
が
あ
る
世
帯
に
は
、７
月

中
旬
に
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し

ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
手
続
き
不
要
で
、７

月
下
旬
に
「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載

の
口
座
に
振
り
込
み
予
定
で
す
。

・
修
正
申
告
等
に
よ
り
令
和
５
年
度
の
住

民
税
が
非
課
税
に
な
っ
た
世
帯
は
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

・
給
付
金
の
対
象
世
帯
で
な
く
な
っ
た
場

合
、
給
付
金
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
給
付
金
を
か
た
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
搾
取
」
等
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問　

緊
急
支
援
給
付
金
窓
口

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

令
和
5
年
度
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）の
ご
案
内

①
令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）

を
早
島
町
で
受
給
さ
れ
た
人
で
、
児
童

の
養
育
状
況
に
変
更
が
な
い
人

②
令
和
４
年
度
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
（
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
）

の
対
象
で
な
い
世
帯
の
う
ち
、
平
成
17

年
4
月
2
日
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

対
象
児
童
は
平
成
15
年
4
月
2
日
）
か

ら
令
和
6
年
2
月
29
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
児
童
の
養
育
者
（
生
計
中
心
者
）
で

あ
っ
て
、
次
の
ア
、
イ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

ア
令
和
５
年
度
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課

税
の
人

イ
食
費
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
家
計
が
急

変
し
、
直
近
の
収
入
減
少
に
よ
り
、
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
相
当
の
所
得
と

な
っ
た
世
帯
の
人

　

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

※
既
に
ひ
と
り
親
世
帯
分
の
給
付
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
人
や
、
他
の
自
治
体
で

当
該
給
付
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、

同
一
児
童
分
の
給
付
金
は
受
け
取
れ
ま

せ
ん
。

対
象
者
①
の
人
は
、
申
請
不
要
で
す
。５

月
下
旬
に
「
支
給
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」

を
送
付
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象
者
②
の
人
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

健
康
福
祉
課
の
窓
口
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
イ
に
該
当
す
る
人
は
、
令
和
5

年
1
月
以
降
の
任
意
の
月
額
収
入
の
わ
か

る
書
類
等
が
必
要
で
す
。

対
象
者
①
の
人
は
、
令
和
５
年
６
月
12
日

に
「
支
給
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
に
記
載

の
口
座
に
支
給
し
ま
し
た
。

対
象
者
②
の
人
は
、
申
請
後
１
か
月
程
度

で
支
給
予
定
で
す
。

　
「
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金｣

の
”
振
り
込
め
詐
欺
“
や
”
個
人
情
報
の

詐
取
“
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
都
道
府
県
・
市

区
町
村
や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）
な
ど

を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ

た
場
合
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
や
最

寄
り
の
警
察
署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
厚
生
労
働
省 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　（
☎
０
１
２
０
・
４
０
０
・
９
０
３
）

　
　（
受
付
時
間:

平
日
9
時
〜
18
時
）

　
　
健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家

計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
対
象
世
帯

給
付
額

申
請
方
法

　
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援
の

た
め
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

支
給
額

申
請
方
法

支
給
時
期

2023.7  HAYASHIMA 12



 

予約の前に

予約をする

■令和5年度の接種スケジュール

■予約の流れ

現行の特例臨時接種=    自己負担なし 特例臨時接種の延長=　自己負担なし
2022年度

12歳以上

5～11歳

6か月
　  ～4歳

2023年度

※3月8日以降は追加接種にはオミクロン株対応2価ワクチンを用いることになります。

3月8日開始 5月8日～8月 9月以降

令和4年
秋開始接種

令和5年春開始接種 令和5年秋開始接種

追加接種

初回接種
（1・2回目接種）

初回接種（1～3回目接種）

追加接種
（3回目接種）

オミクロン株対応2価ワクチン

上記以外の人

オミクロン株対応2価ワクチン

オミクロン株対応2価ワクチン

オミクロン株対応2価ワクチン

従来型ワクチン

従来型ワクチン

初回接種（1・2回目）を終了した以下の
人が対象
・高齢者（65歳以上）
・基礎疾患を有する人（12～64歳）
・医療従事者 等

基礎疾患を有する人（5～11歳）は
さらに1回追加接種が可能

初回接種（1・2回目接種）
を終了した

5歳以上のすべての人

使用するワクチンは
引き続き検討

 窓口で予約 
（役場1階ロビー）

早島町新型コロナワクチン接種臨時窓口
受付時間：平日8：30～17：15 

 コールセンター
で予約

早島町新型コロナワクチン接種コールセンター
TEL：086-482-0619　受付時間：平日8：30～17：15  

 インターネット
岡山県共通予約システム
https://v-yoyaku.jp/330001-okayama  

※町内での集団接種実施の予定はありません。医療機関での個別接種を希望される場合

電話がつながりにくい場合がありますので、できるだけインター
ネットをご利用ください。

お手元に届いている最新の接種券をご準備ください。

接種券を紛失された人 早島町健康福祉課にご連絡ください。
TEL.086-482-2483

（要予約） 
接種費用

無料
１

２

初回（1･２回目）接種を終了して前回接種から
３か月以上経過した以下の人が対象
① 65歳以上の人
② 基礎疾患を有する人等（５～６４歳）
③ 医療従事者等及び高齢者・障がい者
　 施設等の従事者など 

接種
対象者

令和5年春開始接種 5月8日～8月【接種対象期間】 

ポイント「重症化リスクが高い人等」については
９月以降に開始する  令和５年秋開始接種 とは別に
５月８日から開始する  令和５年春開始接種  で、さらに1回接種が受けられます

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

◎ 転入された人へ
　新型コロナワクチン
を接種するためには、
お住まいの自治体で
発行した接種券が必
要になります。
　転入後、接種を希
望される人は接種券
発行の申請が必要に
なります。

８
月
末
ま
で
令
和
５
年
春
開
始
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
。

春
開
始
接
種
は
左
記
の
人
が
対
象
で
す
。

　

今
秋
に
は
５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
自
己
負
担
な
し

で
接
種
で
き
る
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
令
和
５
年
春
開
始
接
種
の
対
象
と
な
っ

て
い
な
い
人
も
、
９
月
以
降
の
令
和
５
年
秋
開
始
接
種
で

使
用
で
き
る
接
種
券
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
券
が
届
き

ま
し
た
ら
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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国民健康保険被保険者証更新のお知らせ

～現在お持ちの被保険者証の有効期限は令和５年７月３１日までです～

○高齢受給者証が変わります！
　現在、被保険者証とは別に高齢受給者証を交付していますが、８月以降は高齢受
給者証と一体となった被保険者証を交付します。被保険者証に２割もしくは３割の負
担割合が記載されていますので、ご確認ください。

○一部負担金の割合の見直し
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じて決まります。
所得区分は前年の所得により毎年判定されるため、新しい被保険者証では、割合が
変更されている場合があります。

70歳以上75歳未満の人の「高齢受給者証」の更新について

70 歳以上 75 歳未満の人の所得区分 窓口負担
割合

現役並み
所得者

住民税の課税所得（各種控除後）が 145 万円以上で、70 歳以上の国保被保険者及び同世帯
の国保被保険者
ただし、次の要件に該当する場合には、申請により２割負担となります。
・世帯内の 70 歳以上の国保被保険者が１人であり、収入額が 383 万円未満
・世帯内の 70 歳以上の国保被保険者が２人以上であり、収入額の合計が 520 万円未満
・世帯内の 70 歳以上の国保被保険者が１人であり、世帯内の 75 歳以上の人も含めた収入額

の合計が 520 万円未満
※昭和 20 年１月２日以降生まれで 70 歳以上 75 歳未満の国保被保険者がいる世帯のうち、

旧ただし書き所得（総所得から基礎控除 43 万円を差し引いた額）の合計が 210 万円以下
の場合は２割負担となります。

３割

一般 現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の人

２割低所得者Ⅱ 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人（低所得者Ⅰ以外の人）

低所得者Ⅰ 同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税の人で、世帯の所得（年金の所得控除
額は 80 万円として計算）が０円となる人

見 本

新しい保険証は７月に郵送します
　国民健康保険の被保険者証は、現在お持ちの被保険者証の期限が切れる７月 31 日までに、世帯主様宛てにまと
めて郵送します。
　７月 31 日までに被保険者証が届かない場合は、町民課までお問い合わせください。
　ただし、国民健康保険税の全部又は一部に滞納がある場合には、郵送できない場合があります。

●新しい被保険者証が届いたら？
　記載内容を確認し、大切に保管してくだ
さい。新しい被保険者証の色は橙色です。
※被保険者証は丈夫な紙で作成されています

が、カードケースが必要な人は、町民課窓
口までお越しください。

●資格に異動があった場合は？
　他の健康保険に加入した人は、国保の資格喪失届が必要です。
　また、国保に加入するときも届出が必要ですので、異動があっ
た場合は、必ず 14 日以内に町民課に届出をお願いします。
※マイナンバーカードへ健康保険証の利用登録をしている場合
でも、届出は必要です。

（国民健康保険被保険者証
　兼高齢受給者証）

見 本
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現在お持ちの認定証の有効期限は令和 5 年 7 月 31日です。
　現在、認定証をお持ちで、８月以降も所得区分が変わらない世帯には、
新しい認定証を７月中旬に送付します。なお、所得区分が変わる世帯
には、申請書を送付しますので、必要な人は申請をしてください。
　ただし、世帯主及び国保加入者に所得不明者がいる場合や国民健康保険
税に未納がある場合には、新しい認定証及び申請書は送付されません。

長期入院した人へ
　令和 5 年８月以降の所得区分が住民税非課税世帯（オ又は低所得者Ⅱ）の人で、令和 4 年８月から令和 5 年
７月までの期間に通算 90 日を超える入院をした人（この期間内の所得区分も住民税非課税世帯（オ又は低所
得者Ⅱ）である人）は、申請していただくことで、要件を満たしている場合、１食あたりの食事代が 160 円と
なる認定証を交付します。

※「限度額適用・標準負担額減額認定証」及び「限度額適用認定証」は、更新をしない場合でも、交付申請は随時
　　受付しています。

「限度額適用・標準負担額減額認定証」・「限度額適用認定証」の更新について

（限度額適用認定証） 限度額適用・標準
負担額減額認定証

見 本 見 本

●ジェネリック医薬品とは
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、新薬（先発
医薬品）の特許が切れた後に製造販売される、新薬と
同一の有効成分を同一量含んだ、
同一の効能・効果を持つ医薬品の
ことです。有効性・安全性・品質
について、国の審査の上、製造販
売の承認がされています。

●ジェネリック医薬品の使用で、
　薬の負担額が安くなる
　ジェネリック医薬品は、新薬と同じ有
効成分を使用し、開発費用が抑えられる
ので低価格です。医療の質を落とさずに、
個人の負担額を安くでき、家計をサポー
トします。
　さらに個人負担の軽減だけでなく、医
療費全体の抑制にもつながります。

●ジェネリック医薬品希望シールをご活用ください！
　ジェネリック医薬品は、医療用医薬品です。希望される場合は、医師・薬剤師に
ご相談ください。
　また、今回お送りする被保険者証に「ジェネリック医薬品希望シール」を同封し
ています。
　被保険者証やお薬手帳に希望のシールを貼っていただくことで、医師・薬剤師に
「ジェネリック医薬品を利用したい」と伝えることができます。ぜひご活用ください。

問　町民課　（☎086・482・0613）

ジェネリック医薬品を使っていますか？ 医療費の高騰を抑え、医療保険を安定化
するためにも、ジェネリック医薬品を積
極的に利用していきましょう。

（　　　　　　　）
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後期高齢者医療制度のご案内
　「後期高齢者医療制度」は、75 歳以上の人全員と一定の障がいがある 65 歳以上の人で申請によ
り認定された人が加入する高齢者の医療制度です。

● 75 歳以上の人（生活保護を受けている人は対象となりません。）
● 65 歳以上 75 歳未満で、一定の障がいがあり、広域連合の認定を受けた人
　一定の障がいとは…

・身体障害者手帳１級から３級
・身体障害者手帳４級のうち、音声、言語に関する障がい、下肢に関する障がいの一部
・療育手帳の重度障害 A
・精神障害者保健福祉手帳の１級、２級
・国民年金法などにおける障害年金の１級、２級
※障害認定を受けた人については、脱退することもできます。

　保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計額にな
ります。
●岡山県後期高齢者医療広域連合の保険料（令和５年度）年額

※保険料は年度（４月から翌年３月までの 12 か月）で計算され、年度の途中で加入された場合は加入された月か
ら計算されます。

※賦課のもととなる所得金額…前年の総所得金額等から基礎控除額（前年の合計所得金額が 2,400 万円以下の場合
は 43 万円）を控除した額。ただし、雑損失の繰越控除額は控除しません。

●保険料均等割額の軽減
世帯の所得状況に応じて保険料の「均等割額」が軽減されます。

【均等割額の軽減の基準】

世帯主及びその世帯の被保険者全員の総所得金額等の合計が下記の金額以下の世帯 均等割の軽減割合

基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の数－１）×10 万円 ７割

基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の数－１）×10 万円＋29 万円 ×（被保険者数） ５割

基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の数－１）×10 万円＋ 53.5 万円 ×（被保険者数） ２割

後期高齢者医療制度の対象となる人

一人当たりの年間保険料
（限度額 66 万円）

＝

均等割額
＋

所得割額

47,500 円
（賦課のもととなる所得金額）×

9.50％（所得割率）

令和５年度の
保険料の

決定通知書を
送付します

　保険料算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料と納付方法のお知らせ
を送付します。なお、年金からの徴収ではなく、口座振替による納付の人は、年
額保険料のお知らせ、納付書による納付の人は、年額保険料のお知らせと納付書
を送付します。令和４年度の保険料が、年金から徴収されている人は、４月分か
ら８月分までは、仮徴収として納めていただくことになっています。

令和５年度の保険料について

2023.7  HAYASHIMA 16



〇現在お持ちの被保険者証（青色）の有効期限は令和５年７月 31日です

〇被保険者証の更新

　新しい被保険者証（クリーム色）は、７月下旬に送付します。
８月以降に医療機関などで受診される際には、必ず新しい被保険者証を窓口に提
示してください。

〇一部負担金の割合の見直し

　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の割合は、所得区分に応じて決まりま
す。【1 割・2 割・3 割のいずれか】
所得区分は前年（令和４年中）の所得により毎年判定するため、割合が変更にな
る場合があります。

〇現在お持ちの減額認定証の有効期限は令和５年７月 31日です

　現在、減額認定証をお持ちの人で、８月以降も所得区分が低所得者Ⅱ・Ⅰに該当
する場合は、新しい減額認定証を保険証に同封し、７月下旬に送付しますので、申
請の手続きは必要ありません。
　ただし、世帯内に所得の未申告者がいる場合は、新しい減額認定証は送付されま
せん。

長期入院をされた人
　令和４年８月１日以降、所得区分が低所得者Ⅱの認定期間内に、入院が通算 90
日を超える人は、申請していただくことで、要件を満たしている場合、１食あたり
160 円となる減額認定証を交付します。ただし、令和４年８月１日から令和５年
４月 30 日までの間で入院が 90 日を超える人は、申請の手続きは必要ありません。

〇現在お持ちの限度額適用認定証の有効期限は令和５年７月 31日です

　現在、限度額適用認定証をお持ちの人で、８月以降も所得区分が３割負担の現
役並み所得者Ⅱ又はⅠとなる場合には、新しい限度額適用認定証を被保険者証に
同封し、７月下旬に送付いたしますので、申請の手続きは必要ありません。ただ
し、世帯に前年の所得を申告していない被保険者がいる場合、新しい限度額適用
認定証は送付されません。

※「限度額適用・標準負担額減額認定証」、「限度額適用認定証」は、更新をし
　ない場合でも交付申請は随時受付しています。

問　町民課……………………………（☎ 086・482・0613）
　　岡山県後期高齢者医療広域連合（☎ 086・245・0090）

後期高齢者医療被保険者証の更新のお知らせについて

限度額適用認定証の更新について

（被保険者証）

限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について

（減額認定証）

（限度額適用認定証）
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献
血
の
お
知
ら
せ

早
島
町
愛
育
委
員
会
か
ら

先
着
40
名
様
に
粗
品
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

実
施
日
時　

8
月
2
日
（
水
）
11
時
〜
13
時

場
所

　

ゆ
る
び
の
舎　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

対
象
者

　

男
性
17
〜
69
歳
、
女
性
18
〜
69
歳
ま
で

の
、
体
重
50
㎏
以
上
の
人

献
血
の
種
類　

４
０
０
ｍ
Ｌ
献
血

注
意　

65
〜
69
歳
の
人
の
献
血
に
つ
い
て

は
、
献
血
さ
れ
る
人
の
健
康
を
考
え
、
60

〜
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
人
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

次
の
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
人

●
献
血
日
前
３
日
間
に
、
出
血
を
伴
う
歯

科
治
療
（
歯
石
除
去
を
含
む
）
を
受
け

た
人

●
海
外
か
ら
帰
国
（
入
国
）
し
て
4
週
間

以
内
の
人

　
（
地
域
・
滞
在
期
間
に
よ
っ
て
お
願
い
で

き
な
い
期
間
が
長
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
昭
和
55
年
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
対
象

国
に
滞
在
（
居
住
）
し
た
人

●
24
時
間
以
内
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
予
防
接
種
を
受
け
た
人

　
（
予
防
接
種
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
お

願
い
で
き
な
い
期
間
が
長
い
場
合
が
あ

り
ま
す
）

●
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
次
の

場
合
は
献
血
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
／
モ
デ
ル
ナ
製　

接
種

後
48
時
間
以
内

・
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
製　

接
種
後
24
時
間
以

内
・
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
製　

接
種
後
6
週
間

以
内

●
器
具
を
共
有
し
て
ピ
ア
ス
を
あ
け
、６

か
月
間
経
過
し
な
い
人

　
（
共
用
し
て
い
な
い
場
合
は
、１
か
月
後

で
あ
れ
ば
お
願
い
で
き
ま
す
）

●
輸
血
や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人

●
Ｂ
型
や
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
保
有
者

（
キ
ャ
リ
ア
）、
エ
イ
ズ
感
染
の
可
能
性

が
あ
る
人

●
梅
毒
な
ど
の
性
病
、C

型
肝
炎
、
マ
ラ

リ
ア
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

●
エ
イ
ズ
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
検
査
が
目
的
の
人

問　

健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

早
島
町
権
利
擁
護
・

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　

早
島
町
で
は
、
権
利
擁
護
や
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
の
相
談
や
偶
数
月
の
第
４
水
曜
日
の
14
時
～
16
時
で
専
門
家
に
よ
る
個
別
の
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
広
報
紙
に
て
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
情
報
も
発
信

し
て
い
ま
す
。

☆
「
知
っ
て
お
き
た
い
！
成
年
後
見
豆
知
識
」

🆀
 制
度
を
使
う
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

問
　
早
島
町
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
健
康
福
祉
課
（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

　

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
３
２
）

①
地
域
の
相
談
窓
口
へ
　
相
談

　

早
島
町
権
利
擁
護
・
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
相
談
支
援

専
門
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
・
司
法
書
士
・
弁
護
士
の
事
務
所
な
ど

②
家
庭
裁
判
所
へ
　
申
立
て

　

診
断
書
と
必
要
な
書
類
、
手
数
料
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
本
人

の
状
況
や
状
態
な
ど
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
一
度
申
立
て
を
す
る
と
、
基
本
的
に
取
り
下
げ
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
成
年
後
見
人
な
ど
の
決
定
　
成
年
後
見
制
度
の
開
始

　

成
年
後
見
人
な
ど
は
家
庭
裁
判
所
が
選
び
ま
す
。
希
望
す
る
人
が
成

年
後
見
人
な
ど
に
選
ば
れ
る
場
合
や
、
専
門
家
な
ど
か
ら
選
ば
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
で
の
負
傷
、
手
術
で
輸
血
を
す
る
、
病
気
の
治
療
等
、
血
液
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
に
血
液
を
届
け
る
た
め
、
今
年
度
も
次
の
日
程
で
献
血
を

行
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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早島の人の動き

問　健康福祉課
　　　　　（☎086・482・2483）

避
難
行
動
要
支
援
者
の

　
　
　
　
　
意
思
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

　

災
害
発
生
時
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
な
ど
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難

な
人
へ
支
援
を
行
う
た
め
、
町
と
関
係
団

体
が
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
、
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
、
情
報
提
供
の
意

思
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

返
送
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
登
録
済

み
の
人
に
も
３
年
ご
と
に
再
度
確
認
を
行

い
ま
す
。

問
　
総
務
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
０
６
１
１
）

　
　
健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

介
護
保
険
負
担
割
合

証
を
送
付
し
ま
す

（令和５年６月１日）

前月比

町人口／ 12,647人　 （＋29人）　

男　性／ 6,088人　 （＋15人）　

女　性／ 6,559人　 （＋14人）　

世帯数／ 5,187世帯 （＋20世帯）

7月保健ガイド

身体障がい者相談
日　時　７月4日（火）
　　　　10：00～12：00（相談時間）
場　所　栴檀の家

こころの健康相談（要予約）
日　時　７月26日（水）
　　　　13：00～14：00
場　所　栴檀の家
※専門医師が相談に応じます。

⻆か
ど
の野　

愛あ
い
こ子　

84
歳
（
5
月
12
日
、
ニ
ュ
ー
早
島
）

　

要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い

る
人
を
対
象
に
7
月
中
頃
に
介
護
保
険
負

担
割
合
証
を
送
付
し
ま
す
。
今
ま
で
お
使

い
い
た
だ
い
て
い
た
負
担
割
合
証
の
有
効

期
限
は
7
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

8
月
以
降
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
は
、
新
し
い
負
担
割
合
証
を
ご
提
示
く

だ
さ
い
。

問
　
健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
は
、
介
護
保
険
施
設
等
を

利
用
す
る
際
の
食
費
・
居
住
費
が
軽
減
さ

れ
る
負
担
限
度
額
認
定
証
が
申
請
に
よ
り

交
付
さ
れ
ま
す
。
有
効
期
間
が
7
月
31
日

ま
で
の
負
担
限
度
額
認
定
証
を
お
持
ち
の

人
で
、
引
き
続
き
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
健
康
福
祉
課
窓
口
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
健
康
福
祉
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
８
３
）

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
の
更
新
申
請
に
つ
い
て
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認知症

ゆめひろば

介護予防

ほ
う
か
つ
便
り

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
４
３
２
）

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く
、

自
立
し
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
健
康

運
動
指
導
士
の
指
導
の
も
と
体
操
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

対
　
象　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
　
員　

20
名
程
度

会
　
場　

早
島
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

多
目
的
教
室

参
加
費　

無
料

申
　
込　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

～
あ
た
ま
を
使
っ
て
、
か
ら
だ
を

　
動
か
し
て
、
元
気
に
認
知
症
予
防
～

　

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

学
び
、
脳
ト
レ
や
頭
を
使
い
な
が
ら
体
を

動
か
し
て
認
知
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
な
脳
を
維
持
す
る
た
め

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

対
象
者　

認
知
症
予
防
に
関
心
の
あ
る

　
　
　
　

人
、
楽
し
く
学
び
た
い
人

定
　
員　

20
名

参
加
費　

無
料

申
　
込　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

　
　
　
　

で

　

ゆ
め
ひ
ろ
ば
は
、
認
知
症
の
人
や
介

護
を
し
て
い
る
人
、
介
護
に
興
味
が
あ

る
人
な
ど
様
々
な
人
が
集
ま
り
、
地
域

を
超
え
て
交
流
で
き
る
場
で
す
。

　

情
報
交
換
や
茶
話
会
を
通
じ
て
、
楽

し
く
過
ご
し
な
が
ら
学
び
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

６
月
は
参
加
者
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を

し
て
脳
ト
レ
を
行
い
ま
し
た
。
道
具
を

使
用
し
て
行
う
た
め
、１
人
で
考
え
る

よ
り
、
皆
で
考
え
る
こ
と
で
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ゆ
め
ひ
ろ
ば

認
知
症
予
防
教
室

ほうかつ
ほうちゃん

た
い
そ
う
教
室

日　時
7月26日（水）

10：00～11：30

7月は『介護者のつどい』
として、介護施設について勉強
会を行います。気になることを
皆で話し合いましょう。

〜介護者のつどいとは〜
情報交換（茶話会）や介護に

関する学習会などを通じて、

介護者同士が集う場です。

日時　７月４日（火）
内容　10：00〜
　　　　なんでも介護相談会
　　　　※要予約
　　　13：30〜
　　　　ゆめひろばでの茶話会
　　　　講話「介護施設について」
会場　オアシス早島　１階

日にち 時　間 会　場
７月13日
（木） 13：30〜15：00 ゆるびの舎

２階研修室
８月２日
（水） 13：30〜15：00 オアシス早島

2階
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高齢者の権利を守るため、地域で見守ろう！

地域包括支援センター　７月の行事予定
日にち 時　間 行　事 場　所

４日（火）
10：00〜12：00
13：30〜15：00

なんでも介護相談会（要予約）
ゆめひろば

オアシス早島　１階

13日（木） 13：30〜15：00 認知症予防教室 ゆるびの舎　２階
25日（火） ９：00〜12：00 もの忘れ相談会（要予約） 早島町役場　１階
26日（水） 10：00〜11：30 たいそう教室 中央公民館　多目的室

※新型コロナウイルス感染症の今後の状況によっては、中止させていただく場合があ
ります。ご理解くださいますようよろしくお願いします。

　こんなことが高齢者虐待になります！

　「もしかしたら…」と思ったら

　虐待をする家族に自覚がない場合もあります
　認知症による徘徊や夜間の失禁を無くすための行動が結果的に虐待に繋がっていることがあります。ま
た介護者の孤立や介護疲れ等により、高齢者への接し方が乱暴になるなどもあり、擁護する側への適切な
指導や支援が必要です。

「セルフネグレクト」
高齢者が自らの意思や認知症・うつ状態などで、周りに対して援助を求めず、生活する能力や意欲が低下し、客観的に
見て本人の人権が侵害されていることをセルフネグレクト（自己放任）といいます。本人の自己決定権が尊重されるべ
きですが、必要な援助を行っていく必要があります。

　「もしかしたら虐待かも」と思ったら、迷わず早島町地域包括支援センターへ相談・通報してください。
第三者が介入することで、虐待の深刻化が防げます。＊相談・通報者の秘密は厳守されます。

身体的
虐待

心理的
虐待

介護・
世話の放棄
・放任

経済的
虐待

性的
虐待

身体的
虐待

心理的
虐待

介護・
世話の放棄
・放任

経済的
虐待

性的
虐待

・たたく、つねる、殴る、ける、火傷を負わせるなど
・ベッドに縛り付ける、外から鍵をかけて監禁する、薬を過剰に与えるなど

・排せつなどの失敗に対して高齢者に恥をかかせるなど
・怒鳴る、ののしる、悪口を言う、無視する、子供の扱いをするなど

・空腹、脱水、栄養失調の状態のままにするなど
・おむつなどが汚れている状態を放置する、劣悪な状態や住環境の中に放置する
・医療や介護が必要な状態にもかかわらず、受けさせない

・日常的に必要なお金を渡さない、使わせないなど
・本人の預貯金、不動産などを本人の意思・利益に反して使用するなど

・排せつなどの失敗に対して、下半身を裸にして放置するなど
・キス、性器への接触、性行為を強要するなど

　高齢者虐待は、高齢者の「人としての尊厳」を傷つける行為です。
　高齢者虐待防止法では、高齢者（65 才以上）に対する家族などの養護者や要介護施設従事者による
虐待の防止を目的としています。地域ぐるみで、高齢者本人を虐待から守るだけでなく、虐待をしてし
まっている家族などを支援することも大切です。
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今年も開催します！

第29回早島・倉敷花ござまつり

　「早島・倉敷花ござまつり」を今年も開催します。こ
のおまつりでは岡山県南のメーカーや問屋が多数出展
し、花ござ、上敷き、その他い草製品が一堂に展示され、
特別価格で販売されます。また、花ござの手織り実演、
ミニ畳製作体験ができるコーナーもあり、小さなお子
さんが遊べる花ござ迷路も設置します。この他、つく
ぼ商工会の会員事業者が出店する飲食店などのブース
もあり、幅広い年齢層で楽しめるおまつりとなってい
ます。い草文化の根付く早島ならではの初夏のおまつ
りにぜひお越しください。

開催期間▶7月1日土９：00～17：00
　　　　　 　　　　　　　 （開会式：８：50～）

　　 7月2日日９：00～16：00
※雨天決行（荒天の場合は中止する場合があります）

会　　場▶早島町役場西特設会場
　　　　　　（早島町役場西駐車場、早島町中央公民館など）

問　岡山特産花ござまつり実行委員会事務局
　　（早島町まちづくり企画課）（☎086・482・0612）

若さ溢れる音色が響く
吹奏楽フェスティバル2023 in ゆるび

日　時▶7月8日土
　　　　 開場13：00　開演13：30
会　場▶ゆるびの舎・文化ホール
入　　場　無料（要整理券）
　　　　　※整理券はゆるびの舎で配付中
プログラム　各団体の演奏及び合同演奏

問　ゆるびの舎（☎086・482・4800）

早島中学校吹奏楽部

川崎医療福祉大学ハートフルウインズ 岡山ミュージックパラダイス
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図書館だより

No.306“ゆるび”WEEKENDコンサート

いつもありがとう♡

日　時▶7月28日金開場18：30　開演19：00
会　場▶ゆるびの舎・エントランスホール
　　　　※入場無料（要整理券）
出　　演　陽空希衣（ひあきけい）
内　　容　ギター弾き語り
プログラム　光の中へ、雨上がり、祝福　他
問　ゆるびの舎（☎086・482・4800）

No.305“ゆるび”WEEKENDコンサート

箏コンサート 〜七夕月によせて〜

日　時▶7月14日金開場18：30　開演19：00
会　場▶ゆるびの舎・エントランスホール
　　　　※入場無料（要整理券）
出　　演　箏曲濤の会有志（栗坂 祐子、石井 陽香、
　　　　　光岡 千慧）ピアノ（大月 由香里）
プログラム　手事、花は咲く、みずうみの詩　　他
問　ゆるびの舎（☎086・482・4800）

★令和 5 年度人権講座
「カバンについてる赤い　
　マーク何なん」
日時　7 月 12 日（水曜日）
　　　14：00 〜 15：00
場所　ゆるびの舎 2F 研修室
講師
　ハートエイド「ヘルプマー
ク」「ヘルプカード」の認知と
普及を実現させる会
定員　40 名（要申込先着順）　受講料無料
　「ヘルプマーク」について、できたきっかけや現状、
見かけたらどうすればいいのかなど、長年導入に尽力
されてきた会のお話を聞いてみませんか？
　みんなが少しずつ思い合える町にしていきたいですね。

☆ストーリーテリング
7月1日（土）15：00～　1階おはなしのへや
図書館ボランティア　おはなしの会かたつ夢り
　ろうそくを灯してお話を語ります。お話の世
界を一緒に楽しみましょう。

☆かみしばいのじかん
7月9日（日）14：00～　1階おはなしのへや
図書館ボランティア　はやしま本だいすきの会
　絵本・紙芝居の読み聞かせや工作などをして
います。

☆おはなしの時間（職員による読み聞かせ）
毎週木曜日 10：30 ～ 11：00（休館日を除く）
1 階おはなしのへや（7 月 6，13，20 日）
図書館職員による読み聞かせなどをしています。

★ブックスタートについて…
対象者
　令和 4 年 7 月生まれ以降の乳児健診対象者
（図書館でも随時実施していますが混み合うこ
とがありますので、なるべく下記実施日をご利
用ください。）
実施日　7 月 11 日（火）　13：30 〜
実施場所　乳児健診会場（健康づくりセンター）
＊ブックスタートについては、図書館にお問い
合わせくださるか、ホームページをご参照くだ
さい。http://www.bookstart.net

7月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

6/25 26 27 28 29 30 ７/ １
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 ８/ １ ２ ３ ４ ５

■■■は図書館の休日です☆ 7/27 は電話対応可☆

問　町立図書館（☎ 086・482・1513）
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4年ぶりに開催！！

備中はやしま夏まつり（仮称）

　ここ数年、新型コロナウイルス感染症の影響により
開催できていなかった備中はやしま夏まつり（仮称）を、
今年度は実施します。
　地域の皆様の交流を促進し、一体感を醸成できるよ
うな企画を検討しています。
　詳細については、決まり次第、広報紙や町ホームペ
ージ等でお知らせいたします。

日時▶8月5日土　16：00～21：00（予定）

問　生涯学習課（☎086・482・1511）

子どもたちの豊かな学びにあなたの力を！

早島っ子サポートボランティア募集

　幼稚園・小学校・中学校の授業、放課後・土曜日の
学習支援などにご協力をいただける大学生や元教員の
方、地域の方を募集しています。
　中学生ボランティアも同時募集中です。

活動内容
・はやしま塾支援
・子ども向け事業支援（放課後子ども教室、わくわく

サマーホリデー　等）
・学校・園の支援（校園の環境整備、登下校の見守り　等）
・イベント支援（はやしま夏祭り、生涯学習まつり　等）

　ボランティア未経験でも大歓迎です。気になる活動
があれば、まずはお気軽にお問い合わせください。
問　学校教育課（☎086・482・2211）

旬の食材を美味しく食べよう！

夏休みこども料理教室のご案内

　早島町栄養委員会では、こどもたちが食への関心を高
め、実践力を身につけることを目的に夏休みこども料理
教室を開催します。
　この機会に栄養や食について楽しく学んでみませんか。
　当日は調理実習以外にもお箸の使い方の練習や食べ物
に関するクイズなどを行います。
　みなさんの応募をお待ちしています！

日　時▶8月2日水　9：30～13：30
　　　　　　　　　　　（受付9：15～）
場　所▶オアシス早島（地域福祉センター）
　　　　２階会議室・調理室
対　　象　小学校５年生・６年生（先着12名）
※町民の人が対象です。また、教室は児童のみの参加です。
参 加 費　無料
持 参 物　マスク、エプロン、三角巾、ふきん、筆記用具
※調理中は衛生管理としてマスクをつけていただきます。

申込方法　健康福祉課へ電話でお申込みください。
　　　　　（土、日、祝日を除く8：30〜17：15）
申込期限　7月21日（金）まで　
　　　　　※定員になり次第締め切ります。
主　　催　早島町栄養委員会
問　健康福祉課（☎086・482・2483）

当日の献立

● おにぎり
● 夏野菜のラタトゥイユ風
● フルーツポンチ

ユ風

登下校見守り 土曜はやしま塾

2023.7  HAYASHIMA 24



俳
句
・
短
歌

薫
風
を
供
華
に
包
み
て
花
筒
へ　
　
　
　
　

筑
後　

道
明

あ
る
な
し
の
風
を
風
船
探
り
あ
て　
　
　
　

谷
水　

勝
利

松

の
刹
那
掠
め
る
音
し
た
る　
　
　
　
　

石
井　

淳
也

麦
刈
つ
て
広
さ
の
戻
る
干
拓
地　
　
　
　
　

石
井
美
由
紀

金え

に

し

だ

雀
枝
の
金
の
な
だ
れ
の
中
に
を
る　
　
　

中
村　

清
子

草
も
樹
も
弾
む
水
音
夏
め
け
る　
　
　
　
　

坪
井　

信
幸

蒜
山
の
三
座
光
ら
せ
若
葉
風　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

寛

石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
の
深
紅
し
づ
か
に
混
み
合
へ
り　
　

石
井　

宏
幸

若
楓
明
り
の
ど
こ
か
い
つ
も
鯉　
　
　
　
　

坪
井
日
出
夫

　

▽
坪
井
日
出
夫
特
選
三
句

あ
を
あ
を
と
子
の
眼
を
あ
ふ
れ
夏
の
海　
　

石
井　

宏
幸

回
廊
の
長
き
闇
よ
り
白
牡
丹　
　
　
　
　
　

青
葉　

恵
子

次
の
忌
は
子
に
頼
み
お
き
餘
花
の
雨　
　
　

大
　

弘
子

回
廊
の
長
き
闇
よ
り
白
牡
丹　
　
　
　
　
　

青
葉　

恵
子

　

吉
備
津
神
社
の
回
廊
。
そ
れ
も
雨
天
あ
る
い
は
曇
天
下

か
。
渡
り
始
め
て
直
ぐ
、
鉢
植
え
の
白
牡
丹
だ
ろ
う
、
大

輪
が
ぬ
っ
と
闇
か
ら
立
ち
現
れ
た
の
で
あ
る
。「
長
き
闇
」

の
措
辞
に
よ
り
闇
の
奥
行
き
を
、
そ
の
後
ろ
の
「
よ
り
」

に
よ
り
動
か
ぬ
鉢
花
に
動
き
を
も
た
ら
し
て
見
事
。

次
の
忌
は
子
に
頼
み
お
き
餘
花
の
雨　
　
　

大
　

弘
子

　

今
は
亡
き
大
切
な
方
の
年
忌
に
施
主
と
な
り
行
っ
た
法

会
を
、
次
の
忌
か
ら
は
と
子
に
頼
ま
れ
た
。
そ
の
い
つ
ま

で
も
想
い
を
届
け
た
い
と
の
胸
内
を
、
夏
に
な
お
咲
き
残

る
桜
の
、
そ
れ
も
雨
の
中
の
白
に
託
さ
れ
詠
わ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

夏
め
く
や
風
に
預
け
し
シ
ャ
ツ
釦　
　
　
　

郷
原　

和
美

　

万
物
が
夏
を
装
う
そ
の
心
持
が
「
夏
め
く
」。
心
持
な

の
で
主
観
的
な
季
題
だ
が
、
こ
の
句
で
は
、
外
さ
れ
た
シ

ャ
ツ
釦
と
い
う
物
を
詠
っ
て
季
題
の
力
を
引
き
出
し
た
。

「
風
に
預
け
」
の
措
辞
が
涼
や
か
。

（
作
者
は
、
あ
い
う
え
お
順
）

晴
れ
渡
る
空
を
三
つ
の
群
れ
と
な
り
ま
た
交
ざ
り
ゆ
く

鳥
の
集
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

稔
子

卒
業
式
に
親
子
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
ラ
ン
ド
セ
ル
が

小
さ
く
見
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
す
み
子

そ
の
昔
と
き
め
き
て
見
し
実
験
に
テ
レ
ビ
で
出
合
ふ
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ケ
ッ
ト　
　
　
　
　
　

永
島　

倫
子

デ
リ
ー
に
て
飛
行
機
を
待
つ
そ
の
時
に
ム
ン
バ
イ
の
地

で
は
テ
ロ
が
起
き
て
い
た　
　
　
　
　
　

平
井
ト
シ
ヱ

中
学
を
終
へ
し
子
が
弾
く
シ
ョ
パ
ン
な
り
力
強
く
も
な

め
ら
か
な
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
手　

和
子

今
ま
で
は
二
人
で
何
で
も
半
分
こ
今
は
独
り
ぞ
食
べ
き

れ
ぬ
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
手　

圭
子

「
お
早
よ
う
」
が
「
生
き
て
ゐ
る
」
の
合
図
に
て
そ
の

一
日
が
勝
負
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

安
原　

敏
子

捨
て
ら
れ
し
亀
を
囲
み
て
賑
は
へ
る
子
ら
に
飴
や
る
浦

島
を
真
似
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竜
門　

和
枝

▽
選
者　

濱
田　

棟
人　

詠
草

今
の
世
の
春
の
夜
空
に
鴉
座
あ
り
大
熊
座
あ
り
猟
犬
座

も
あ
る

第
５
６
５
回
早
島
俳
壇
定
例
句
会
作
品　
　

石
井
宏
幸 

選

早
島
短
歌
会
４
月
詠
草　
　
　
　
　

濱
田　

棟
人　

選

＊
短
歌
会
は
中
央
公
民
館
で
毎
月
第
３
土
曜
日
、
14
時
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
「
一
首
か
ら
五
首
ま
で
」
お
持
ち
く
だ
さ
れ
ば
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
入
会
希
望
者
は
、
ゆ
る
び
の
舎
ま
た
は
中
央
公
民
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
第
三
日
曜
日
13
時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
句
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

*

俳
句
は
五
・
七
・
五
で
あ
る
こ
と
、
季
語
が
入
っ
て
い
る

こ
と
が
約
束
で
す
。

*

ど
な
た
で
も
十
句
を
用
意
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

*

問
い
合
わ
せ　

坪
井
（
☎
０
８
６
・
４
８
３
・
２
１
５
７
）

　
　
　
　
　

  

筑
後
（
☎
０
８
６
・
４
８
２
・
２
３
３
９
）
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Hello Babies
こんにちは赤ちゃん

For Health
保健情報 場所　ゆるびの舎・健康づくりセンター

問　健康福祉課・保健師 （☎086・482・2483）

7月こども保健ガイド

４か月児健診・９か月児健診

日時　11日（火）受付時間は案内をご確認くだ
さい。

対象　４か月児：令和5年3月生まれ
　　　９か月児：令和4年10月生まれ
※対象者には個別通知します。
内容　身体計測、内科診察、栄養相談、歯科相

談など
※母子健康手帳・問診票・バスタオルをご持参
ください。

１歳６か月児健診

日時　5日（水）受付時間は郵送の案内をご確認
ください。

対象　令和3年11月〜令和4年1月生まれ
※対象者には個別通知します。
内容　身体計測、内科診察、歯科診察、各種相談
　　　など

ベビママサロン２回目

日時　25日（火）10：00〜11：40
対象　7〜8か月児とその保護者
※対象者には個別通知します。
内容　乳児の虫歯予防、歯の手入れについて、

離乳食（中期以降）のポイント

5月生まれの赤ちゃん

溝
みぞて
手　咲

さ き
媛ちゃん 浦

うらしま
島　叶

かなた
多ちゃん 佐

さとう
藤　凛

りんか
果ちゃん 新

にった
田　真

まなと
叶ちゃん

女の子（5月7日・三軒地）
父・浩太郎、母・夏波

男の子（5 月 8 日・宮崎）
父・輝、母・麻彩

女の子（5 月11日・前潟）
父・祥友紀、母・圭子

男の子（5 月12 日・若宮）
父・佳弘、母・亜悠未

成
なるいし
石　夢

む に
虹ちゃん 髙

たかはら
原　咲

さきの
乃ちゃん 城

き ど
戸　玲

れいあ
亜ちゃん 武

たけだ
田　愛

まなと
翔ちゃん

男の子（5 月17 日・前潟）
父・暁紀、母・幸子

女の子（5 月20 日・舟本）
父・恭平、母・彩夏

女の子（5 月25 日・市場）
父・勇太、母・久留美

男の子（5 月 28 日・矢尾）
父・峻哉、母・理紗

藤
ふじわら
原　奏

かなと
心ちゃん 芳

よしもと
本　琉

る い
偉ちゃん 白

しらが
神　結

ゆ い
唯ちゃん

男の子（5 月 30 日・若宮）
父・大貴、母・美和

男の子（5 月 30 日・金田）
父・晴喜、母・裕子

女の子（5 月 31 日・真磯台）
父・侑祐、母・祐子

予防接種を受けましょう！
　感染症にかからないように、また他の人にうつさないた
めに予防接種で免疫をつけましょう！以下は定期予防接種
の一部です。

◎麻しん・風しん混合ワクチンの予防接種
　対象者は下記のとおりです。
第1期　生後12か月～ 24か月未満の児
第2期　５歳～７歳未満で小学校入学前の１年間にある児

◎二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種
　小学 6 年生のお子さんは、二種混合の予防接種の対
象年齢（11 歳～ 13 歳未満）になります。

◎日本脳炎の予防接種
　日本脳炎の予防接種は、標準的にはⅠ期を３歳で２
回・４歳で１回、Ⅱ期を９歳で１回（合計４回）受ける
ことになっています。また、以下に該当する人には特例
措置があります。

◦平成 19 年４月１日以前生まれで 20 歳未満の人
　Ⅰ期およびⅡ期の不足分（１～４回）を接種可能。

《予防接種の受け方》
1．かかりつけの医療機関で、受けようとする予防接種の

接種日時等確認し、直接予約して接種してください。
2．予防接種予診票は、医療機関に備えてありますので、

直接受診してください。

《持っていく物》
・小児医療費受給資格者証・健康保険証・母子健康手帳

問　健康福祉課（☎ 086・482・2483）

2023.7  HAYASHIMA 26



はやしま児童館だより

かんだ子育て支援センター

あそびのひろば

〒701-0304
都窪郡早島町早島4849-1
かんだ保育園内　☎086・480・0580
k-shien@kurukuru.or.jp
利用時間　10：00～16：00

開園日　月〜土曜日
（ただし、日曜日・祝日・年末年始は除きます）
＊上記以外でも園行事の関係でお休み
になることがあります。詳細について
は気軽に問い合わせてください。

問い合わせ先
　早島児童館　〒701-0304早島町早島1297−１
　TEL/FAX 086・483・2358

★ピンポンをしよう 1日（土）
14：00〜15：00 どなたでも

　コーチの喜屋武 昭江 氏の指導で、楽しくピンポンを練習し
ましょう。自分のラケットやシューズがある人は持って来てく
ださい。初めてラケットを持つ人も参加できます。

○絵本タイム

3日・10日（月）
16：15〜16：45

24日（月）・31（月）
14：00〜14：30

小学生対象 　三冊ほどの絵本や紙芝居などを読んでいます。ゆったりと聞
きに来ませんか。

★オセロ大会 8日（土）
14：00〜15：00 どなたでも

　オセロの好きな人、トーナメントで対戦しましょう。ルール
のわかる人ならどなたも参加できます。14：00 からくじで対
戦相手を決めますので、遅れないように来てください。場所は
遊戯室の2階です。

★けん玉をしよう

26日（水）
①   9：30 〜 9：50
②   9：55〜10：15
③10：20〜10：40
④10：45〜11：05
⑤11：10〜11：30
⑥11：35〜11：55

どなたでも

　森岡 雅夫 氏の指導で、けん玉の基本を楽しく練習しましょ
う。初めてけん玉を持つ初心者向けの教室です。城山学級の小
学 1 年生〜小学 3 年生と一緒に練習します。学年関係なく参
加できます。好きな時間帯に申し込みをしてください。

○避難訓練
（火災）

26日（水）
13：00〜 13：30 全員参加 　20分間ほどの防災のDVDを見ます。来ている人は全員参加

します。
★…要申込み（就学前の幼児は保護者同伴）

●こまめに手洗いや消毒をしましょう。　●飲み物は必ず多めに準備して来ましょう。
●ハンカチやタオル、帽子を持って来ましょう。　●部屋の空気の入れ替えをしています。

利用できる人　0 歳から 18 歳までの子どもとその保護者、子どもの健全育成活動を進めている団体など
休 　館 　日　火曜日・祝日
開 館 時 間　10：00～ 17：00
問い合わせ先　早島児童館　〒701-0304早島町早島1297－１（早島小学校の北隣）　TEL/FAX 086・483・2358
※車はトマト銀行の北側駐車場又は小学校小運動場に止めてください。自転車で来る人は小学校正門前の土壁

の前に止めてください。

３日（月）

〜

７日（金）
10：00〜 作ってあそぼう＆フォト

〜たなばた〜

７日（金）10：30〜 お楽しみDAY（たなばた会）

10日（月）11：00〜 おえかきあそび

11日（火）10：30〜
にこにこ☆
ぱんださん＆おさるさん

24日（月）11：00〜 6・7月誕生会

27日（木）13：30〜 赤ちゃんサロン
対象：1歳半までの親子

31日（月）11：00〜 おはなし＆わらべうた

★にこにこ☆ぱんださん＆おさるさん
　日　時　７月11日（火）　10：３0〜
　対　象　１歳児（R3. ４月〜R4.3 月生）
　　　　　2歳児（R2. ４月〜R3.3 月生）
　お外あそび（水あそび・雨天決行）やママトーク　
を楽しみましょう！

【予告】
★にこにこ赤ちゃん〈２回で１つのコースです〉
　日　時　８月10日（木）、24日（木）　10：00〜
　対　象　１歳までの赤ちゃん（４組：要申込）
　資料代　200円
　ハイハイのひみつや絵本やおもちゃなどについて
　お話ししませんか？楽しい時間を過ごしましょう♡

★一時保育（要事前登録）
　お子さんのお世話ができない時、一時的にお預かりします。
　早島保育園　直通電話（☎ 086・486・1231）
　かんだ保育園　直通電話（☎ 086・480・1489）
詳しくは各保育園にお問合せください。

詳しい内容や
最新情報は ▶
こちら

HP 公式 LINE

HAYASHIMA  2023.727



まちかど情報 Information

今
月
の
入
会
説
明
会

日
時　

7
月
10
日
（
月
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

場
所　

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
所
（
早
島
町
早
島
１
２
９
１−

７
）

　

右
記
以
外
の
日
時
で
も
随
時
ご
説
明
し

ま
す
。
ま
た
入
会
し
就
業
を
希
望
す
る
60

歳
以
上
の
人
は
、
無
料
で
技
能
講
習
を
受

講
で
き
ま
す
。

新
規
会
員
募
集
中

◦
ビ
ン
・
カ
ン
、
不
燃
物
の
選
別
作
業
、

　

ダ
ン
プ
カ
ー
（
２
ト
ン
）
運
転
手

◦
剪
定
・
草
刈
・
草
取
作
業
、
屋
内
外
の

　

軽
作
業

◦
事
業
所
の
清
掃
作
業

◦
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
人

　
　
　シ

ル
バ
ー
マ
マ
（
子
ど
も
一
時
預

か
り
サ
ー
ビ
ス
）
利
用
者
募
集

毎
週
土
曜
日
（
祝
日
・
年
末
休
み
）

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
象　

６
か
月
〜
３
歳（
年
度
年
齢
）

ご
利
用
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
　
公
益
社
団
法
人
早
島
町
シ
ル
バ
ー

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
６
・
４
８
０
・
０
３
３
５

　
　
胃
０
８
６
・
４
８
０
・
０
３
３
７

　
　
死hayashim

a@
sjc.ne.jp

実
施
期
間

　

7
月
16
日
（
日
）
〜
31
日
（
月
）

「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
海
難
防
止
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・「
発
航
前
検
査
等
の
徹
底
」

・「
見
張
り
の
徹
底
及
び
船
舶
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」

・「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
等

自
己
救
命
策
の
確
保
」

・「
気
象
・
海
象
の
確
認
」

　

を
心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

問
　
水
島
海
上
保
安
部

　
　（
☎
０
８
６
・
４
４
４
・
２
９
６
７
）

「
航
空
学
生
」「
一
般
曹
候
補
生
」「
自
衛

官
候
補
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

◎
自
衛
官
候
補
生

募
集
期
間　

年
間
を
通
じ
て
募
集
し
て
い

ま
す
。

受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
（
学
歴

不
問
）

　

試
験
日
及
び
試
験
場
所　

未
定

　

詳
し
く
は
倉
敷
地
域
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生

受
付
期
間　

・
航
空
学
生　

7
月
1
日
〜
9
月
7
日

・
一
般
曹
候
補
生

　
　
　
　
　
　

7
月
1
日
〜
9
月
5
日

試
験
日

・
航
空
学
生　

9
月
18
日

・
一
般
曹
候
補
生

　

9
月
15
日
〜
９
月
24
日
の
う
ち
1
日

　

詳
し
く
は
倉
敷
地
域
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が

詳
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

問
　
防
衛
省
倉
敷
地
域
事
務
所

　
　（
☎
０
８
６
・
４
２
２
・
７
３
５
８
）

　
　（
平
日
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　
　

 
 

 
 

　

倉
敷
地
域
の
企
業
へ
の
就
職
を
希
望
さ

れ
て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

8
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

開
催
場
所

　

倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア　

フ
ロ
ー
ラ

ル
コ
ー
ト　

倉
敷
市
本
町
７−

２

（
☎
０
８
６
・
４
２
２
・
０
０
１
１
）

対
象
者

①
令
和
６
年
３
月
新
規
大
学
等
（
大
学
・

短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
等
）
卒
業
予
定
者
及
び
卒
業
後
３
年

以
内
の
既
卒
者

②
概
ね
令
和
５
年
８
〜
９
月
に
公
的
職
業

訓
練
を
修
了
す
る
者

③
そ
の
他
倉
敷
地
域
へ
の
就
職
希
望
者

実
施
内
容

・
参
加
事
業
所
と
の
個
別
面
接

・
求
人
情
報
等
各
種
情
報
の
提
供

・
採
用
担
当
者
、
先
輩
社
員
と
の
意
見
交

　

換
携
行
品

・
筆
記
用
具

・
応
募
票
（
※
倉
敷
中
央
雇
用
開
発
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

用
意
で
き
な
い
場
合
は
当
日
受
付
で
お

渡
し
し
ま
す
。）

そ
の
他

　

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
は
、
周
辺
道
路
が
大
変
込
み
合
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来
場
に
は
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

問　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
敷
中
央

　
　（
☎
０
８
６
・
４
２
４
・
３
３
３
３

　
　(

３
１
#)

）

　
　
倉
敷
市
労
働
雇
用
政
策
課

　
　（
☎
０
８
６
・
４
２
６
・
３
４
１
５
）

　
　

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す
！
お
か
や

ま
で
和
牛
を
飼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

和
牛
繁
殖
経
営
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

の
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
基

礎
講
義
や
牧
場
体
験
実
習
、
家
畜
市
場
視

察
等
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
対
象　

和
牛
の
飼
育
に
興
味
が
あ
り
、

将
来
岡
山
県
で
就
農
・
新
規
参
入
を
希
望

し
て
い
る
人
、
10
名
程
度  

開
講
日
時

　

第
１
回
目
（
全
４
回
）

早
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

防
衛
省
か
ら
の
自
衛
官
募
集

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

倉
敷
地
域
就
職
フ
ェ
ア

（
就
職
面
接
会
）
開
催

令
和
５
年
度
和
牛
入
門
講
座

受
講
生
募
集
〈
参
加
費
無
料
〉
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まちかど情報 Information

はやしまふれあい講座 ご参加ください

いかしの舎7月
講座・イベント情報のお知らせ

�申・問　いかしの舎（☎086・483・1243）

「
毎
月
第
2
土
曜
は
ま
ち
歩
き
の
日
」

　

ま
ち
歩
き
情
報
誌ALKARE

早
島
と
の

連
動
企
画
で
す
！

　

い
っ
し
ょ
に
ま
ち
を
歩
い
て
散
策
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
歩
き
な
が
ら
の
楽
し
い
お

喋
り
や
新
し
い
発
見
、
健
康
づ
く
り
に
も

い
い
で
す
よ
。
ど
な
た
で
も
参
加
大
歓
迎

で
す
。

参
加
費　

無
料

日
時　

7
月
8
日
（
土
） 

10
時
出
発

※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

早
島
中
央
公
民
館
駐
車
場

問
　リ
ト
ル
プ
レ
イ
ス
は
や
し
ま
　
　
　

　
　（
☎
０
８
６
・
４
８
６
・
１
５
５
１
）

イ
ベ
ン
ト
の
詳
し
い
内
容
は
コ
チ
ラ
← 

http://alkare.jp

　

8
月
19
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

開
講
場
所

　

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産

研
究
所
（
久
米
郡
美
咲
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
家

畜
伝
染
病
の
発
生
等
状
況
に
よ
っ
て
は
、

講
座
の
中
止
又
は
内
容
の
変
更
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

�申
・
問　
（
一
社
）
岡
山
県
畜
産
協
会

　

　
　
　
　
経
営
支
援
部
経
営
対
策
班

　
　
　（
☎
０
８
６
・
２
２
２
・
８
５
７
５
）

　
　
　http://o

kayam
a.lin.gr.jp/

●うたごえ喫茶
　７月 ６日（木）13：15～14：45
　７月25日（火）10：00～11：30

●イベント「ふじい まさゆき 動物イラストショッ
　プ＋ワークショップ」
　7月16日(日)、7月23日(日)
　場所：いかしの舎 母屋1階
　時間：10:00〜17:00

ワークショップでは、トートバッグに布用ク
レヨンでお絵描き体験ができます。

問　藤井（☎090・6835・1741）

●子ども食堂
　7月27日(木)
　場所：いかしの舎 母屋1階
　時間：11:30〜無くなり次第終了

主催　町民活動支援センター
運営　NPO法人ふれあいネットはやしま
落語

「はやしま寄席」
●日　　時　7月22日（土）14：00〜
●会　　場　ゆるびの舎　２階研修室

●講　　師　噺の会 じゅげむ岡山支店
●参 加 費　無料
●申込締切　7月20日（木）まで
●申込方法
　中央公民館１階「町民活動支援センター」又は、
ゆるびの舎１階ロビーに申込用紙と応募箱がありま
す。記載の上、投函ください。

問　町民活動支援センター
　　　　　 （中央公民館内　☎086・482・3771）

　　NPO法人ふれあいネットはやしま・渡邊

　　　　　　　　　　　 （☎090・4145・2374）

7月の

講座

リ
ト
ル
プ
レ
イ
ス
は
や
し
ま

７
月
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
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まちの出来事

～子ども110番連絡所のお家のみなさんへ　いつもありがとうございます～
　子どもたちが不審者からの声かけやつきまとい等、様々な危険に遭遇した際に逃げ込める場所として、地域の
住民の方に「こども１１０番の家」のご協力をいただいています。いつも児童が安全に生活できるようご協力い
ただき、ありがとうございます。
　早島小学校の児童が、日頃の感謝の気持ちをお手紙にしてくれましたので、ご紹介します。

子どもからのお礼の手紙

子ども１１０番の家とは

　子どもが登下校時などに｢不審者からの声かけ、ちかん、つきまとい行為｣等の被害を受け、身の危険を
感じたときに、避難場所として駆け込み、住民が一時的に保護して警察に通報（110番）する仕組みをい
います。
　危険とは、犯罪に限らず、いじめや自然災害による被害も含みます。

　

私
た
ち
が
登
下
校
の
時
に
け
が
の
手
当
て
を
し
て
く
れ
た
り
、
声
を
か

け
た
り
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
い
る
お
か

げ
で
私
た
ち
は
毎
日
安
心
し
て
登
下
校
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
い
つ
も
優
し
く
私
た
ち
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
早
島
小
学
校
の
み
ん
な
が
お
世
話
に
な
っ
た
り
、
時
に
は
、
迷
惑

を
か
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
早
島
小
学
校

の
み
ん
な
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

 

早
島
小
学
校
６
年
運
営
委
員

　

い
ま
ま
で
１
１
０
番
の
家
に
な
っ
て
い
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
く
だ
さ
り
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
お
せ
わ
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
島
小
学
校
５
年
運
営
委
員

　

子
ど
も
１
１
０
番
の
お
家
の
み
な
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
つ
も
学
校
へ
行
く
時
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」「
今
日
も
が
ん
ば

っ
て
ね
。」
な
ど
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
か
ら
わ
た
し
達
は
、
毎
朝
安
全

に
登
校
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
毎
朝
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
子
ど

も
１
１
０
番
の
お
家
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
島
小
学
校
５
年
運
営
委
員

　

み
な
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
い
つ
も
子
ど
も
１
１
０
番
連
絡
所

を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
毎

日
の
声
か
け
の
お
か
げ
で
、
私
達
は
毎
日
安
心
し
て
安
全
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
何
も
起
こ
ら
な
い
こ

と
を
願
い
ま
す
が
、
も
し
何
か
起
き
た
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
島
小
学
校
６
年
運
営
委
員

早
島
小
学
校 

６
年
運
営
委
員

早
島
小
学
校 

６
年
運
営
委
員

早
島
小
学
校 

５
年
運
営
委
員

早
島
小
学
校 

５
年
運
営
委
員
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まちの出来事

早
島
町
消
防
団
員
と
し
て
の
多
年
に
わ
た
る
消
防
活
動

の
功
績
に
よ
り
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
を
次

の
６
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

第
２
部　

元
部
長　

小
寺　

義
英

　
　
　
　

第
２
部　

元
部
長　

安
原　

慶
一

　
　
　
　

第
４
部　

元
部
長　

谷
本　

知
大

　
　
　
　

第
５
部　

元
部
長　

塩
津　

洋
一

　
　
　
　

第
11
部　

元
部
長　

岡
本　

隆
士

　
　
　
　

第
11
部　

元
部
長　

槇
野　

俊
彦

　

5
月
15
日
の
消
防
団
部
長
会
で
溝
手
団
長
か
ら
総
代

の
第
２
部
小
寺
元
部
長
へ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
若
手
団
員
の
よ
き
手
本
と
し
て
消
防
団
活
動
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
早
島
町
消
防
団
！

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
　
受
賞 

　

町
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
等
の

大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
、
町
内
に
物

流
施
設
を
構
え
る
両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社 

両
備
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
カ

ン
パ
ニ
ー
及
び
株
式
会
社
中
国
バ
ス 

ド

ロ
ー
ン
事
業
部
Ａ
Ｄ
Ａ
広
島
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
ト
ラ
ッ

ク
等
に
よ
る
救

援
物
資
の
輸
送

や
、
防
災
啓
発

事
業
及
び
防
災

訓
練
な
ど
に
お

け
る
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
拡
大
に
向
け
た
相
互
協
力
体
制
の

確
立
の
た
め
、「
災
害
時
等
に
お
け
る
支
援

活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
３
者
で
締
結
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
災
害
に
備
え
た
防
災
対

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
に
備
え
る

ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
た
災
害
時
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

　

5
月
17
日
に
岡
山
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
防

犯
功
労
者
の
表
彰
に
お
い

て
、
倉
敷
警
察
署
管
内
地

域
安
全
推
進
員
協
議
会
早

島
班
の
寺
山
俊
雄
さ
ん
が

岡
山
県
防
犯
協
会
長
及
び

岡
山
県
警
察
本
部
長
よ
り

防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
章

し
ま
し
た
。

　

寺
山
さ
ん
は
、
地
域
安

全
推
進
員
と
し
て
、
ま
た
、

早
島
交
番
自
主
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
員
と
し
て
、
長
年
に

わ
た
っ
て
地
域
内
の
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
す
る

な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
確
保
及
び
地
区
の
犯
罪

被
害
防
止
を
図
り
、
地
域

の
安
全
・
安
心
活
動
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
が

称
え
ら
れ
、
今
回
の
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
安
心
に
貢
献

寺
山
俊
雄
さ
ん
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
章
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まちの出来事

　

5
月
15
日
、
矢
尾
Ｇ
Ｇ
場
で
、
午
前
・
午

後
の
部
１
０
３
名
の
愛
好
者
が
集
い
、
盛
会

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
実
行
委
員
会
加
戸
会
長
か
ら

「
平
均
年
齢
80
歳
を
超
え
る
愛
好
者
集
団
が
、

コ
ロ
ナ
禍
３
年
間
の
行
動
活
動
制
限
の
中
で

も
健
康
に
過
ご
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
戸
外
で
の

活
動
を
続
け
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

中
川
町
長
か
ら
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
依
頼
、

高
齢
者
が
健
康
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
、
介

護
保
険
料
に
改
善
が
み
ら
れ
る
と
の
お
話
が

あ
り
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
に
プ
レ
ー

し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
が
あ
り
、
プ
レ
ー

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
午
前
の
部
を
舩
越
く
る
み
さ
ん
、

午
後
の
部
は
楢
村
文
孝
さ
ん
が
皆
木
鈴
江
さ

ん
と
の
プ
レ
ー
オ
フ
の
末
、
大
会
を
制
覇
し

ま
し
た
。

　

町
役
場
１
階
正
面
玄
関
横
の
展
示
ケ
ー
ス

に
、
守
屋
裕
悦
氏
（
若
宮
）
か
ら
寄
贈
い
た

だ
い
た
芸
術
作
品
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
夢
二
の
手
拈
り
、
尾
形
乾
山
の

器
、
復
興
九
谷
、
鍋
島
、
桃
山
備
前
ほ
か
い

ろ
い
ろ
な
器
、
鏑
木
清
方
の
美
人
画
、
上
村

松
篁
の
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
町
役
場
に

お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
36
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

個
人
戦
　
新
緑
の
木
々
、
緑
一
面
の
芝
生
で
好
プ
レ
ー

記録・成績表　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

【
午
前
の
部
】

1位 舩越　くるみ 花町 73歳 69② 
2位 加藤　一光 弁才天 82歳 73③ 
3位 合田　行男 弁才天 80歳 74① 
4位 小田　徳義 日笠山 79歳 75① 
5位 小林　澄夫 頓行 82歳 76①
最高齢者表彰
圓山　三太郎（片田）88歳、富田　多津子（若宮）87歳

【
午
後
の
部
】

1位 楢村　文孝 宮崎 82歳 78②
2位 皆木　鈴江 真磯台 83歳 78②
3位 川東　和治 大池 87歳 79⓪
4位 中川　孝夫 長津 76歳 79①
5位 佐藤　喜多子 前潟 79歳 80⓪
最高齢者表彰
林　敬一（大池）87歳、西本　房子（若宮）89歳

1 位〜 11 位　午前、午後 22 名は選手権出場権を獲得しました。

　

4
月
27
日
、
早
島
小
学
校
に
て
、
学
校

か
ら
藤
本
校
長
他
2
名
、
倉
敷
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
か
ら
は
日
笠
副
会
長
他
3
名

が
出
席
し
、「
人
権
の
花
運
動
実
施
校
」

の
委
嘱
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
児
童
が
協
力
し
て
花
を

育
て
、
育
て
た
花
か
ら
種
を
収
穫
し
、
そ

の
種
を
児
童
が
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き

の
袋
に
入
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
届
け
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
倉
敷
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
の

他
の
実
施
校
と
と
も
に
、
11
月
10
日
か
ら

12
日
ま
で
イ
オ
ン
モ
ー
ル
倉
敷
で
活
動
中

の
様
子
を
写
し
た
パ
ネ
ル
展
が
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

早
島
小
学
校

令
和
5
年
度
「
人
権
の
花
運
動
」
の
実
施
校
に

絵
画
や
陶
器
の
作
品
多
数

町
役
場
に
芸
術
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
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まちの出来事

　

4
月
29
日
、
水
島
緑
地

福
田
公
園
体
育
館
で
第
56

回
倉
敷
市
少
年
剣
道
錬
成

大
会
が
行
わ
れ
、
早
島
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
小

３
〜
中
３
の
団
員
が
個
人

戦
と
団
体
戦
へ
出
場
し
ま

し
た
。

　

県
内
の
強
豪
団
体
が
一

堂
に
会
す
る
倉
敷
地
区
で

の
試
合
で
し
た
が
、
皆
で

気
合
い
を
入
れ
て
奮
闘
し

た
結
果
、
個
人
戦
で
北
恭

伍
さ
ん
（
小
6
）
が
３
位

入
賞
。

　

団
体
戦
で
も
、
齊
藤
航

成
さ
ん
（
小
5
）、
三
木

晴
翔
さ
ん
（
茶
屋
町
小

5
）
、
本
山
武
志
さ
ん

（
小
5
）、
奥
山
幹
太
さ
ん

（
小
5
）、
北
恭
伍
さ
ん

（
小
6
）の
チ
ー
ム
が
３
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

早
島
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
56
回
倉
敷
市
少
年
剣
道
錬
成
大
会

　

4
月
9
日
、
広
島
県
ア
ス
テ
ー
ル
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
ピ
ア
ラ
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
中
四
国
大
会
の
シ
ニ
ア
Ａ
部

門
に
橋
本
藍
加
さ
ん
（
早
島
中
2
年
）、

ジ
ュ
ニ
ア
Ｃ
部
門
に
山
下
愛
来
さ
ん

（
早
島
小
6
年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
１
月
末
の
岡
山
地
区
予
選

会
を
上
位
で
通
過
し
、
中
四
国
大
会
で

は
優
秀
賞
を
受
賞
。７
月
に
静
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ナ
ル（
全
国
大
会
）

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

第
27
回
ピ
ア
ラ
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

シ
ニ
ア
Ａ
部
門
、
ジ
ュ
ニ
ア
Ｃ
部
門
で

フ
ァ
イ
ナ
ル
出
場
決
定
！

　

4
月
23
日
、
操
南
交
歓
大
会
に
参
加
し
、

今
期
の
交
歓
大
会
で
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
６
年
生
は
、
早
い
子
は
３
年
生
か

ら
、
そ
れ
以
外
の
子
も
ほ
と
ん
ど
が
４
年
生

か
ら
Ａ
チ
ー
ム
で
試
合
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
高
学
年
相
手
に
中
々
勝
つ
こ
と
が
で

き
ず
、
歯
が
ゆ
い
時
期
も
長
く
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
が
６
年
生
に
な
り
、
や
っ
と
勝
て
る
試

合
も
増
え
て
き
て
、
今
大
会
で
は
、
ヒ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
打
線
が
大
爆
発
し
、
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

早
島
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

操
南
交
歓
大
会 

優
勝
！！

　

5
月
13
日
、
14
日
、
鳥
取
県
米
子
市
で
第
27

回
中
国
地
区
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
山
県
予
選
で
３
位
と
な
っ
た
早
島
小
学
校

６
年
の
姥
谷
百
花
さ
ん
、
中
島
萌
絵
さ
ん
ペ
ア

が
岡
山
県
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
団
体
戦
に
出
場

し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
戦
で
も
５
位
入
賞
し
、
岡
山
県

代
表
と
し
て
堂
々
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
早
島
ジ
ュ
ニ
ア

中
国
地
区
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
　
団
体
戦
優
勝
！
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7月の無料相談
身体障がい者相談  ４日（火） 10：00～12：00 栴檀の家

健康福祉課
☎086・482・2483

行政相談 11日（火） 13：00～14：00 オアシス早島
総務課
☎086・482・0611

心配ごと相談・
児童相談

11日（火） 13：00～14：00 オアシス早島
健康福祉課
☎086・482・2483

人権相談 12日（水）   9：00～12：00
ゆるびの舎・
２階集会室

町民課
☎086・482・2482

法律相談（要電話予約）
（予約は当日9：00〜13：00）

19日（水） 13：00～16：00 町役場
総務課
☎086・482・0611

こころの健康相談（要予約） 26日（水） 13：00～14：00 栴檀の家
健康福祉課
☎086・482・2483

教育相談 随時（平日）   8：30～17：00 ゆるびの舎
学校教育課
☎086・483・2211

■
編

集・発
行

　
早

島
町

ま
ち

づ
く

り
企

画
課

　
〒

701-0303 岡
山

県
都

窪
郡

早
島

町
前

潟
360-1

■
TEL 086-482-0612　

■
FAX 086-482-3405

■
E-m

ail  kikaku@
tow

n.hayashim
a.lg.jp

■
URL http：//w

w
w

.tow
n.hayashim

a.lg.jp

広
報
は
や
し
ま
7
月
号  

令
和
５
年
7
月
１
日
発
行  

（
通
巻

1988
号
）

（広告）広告の内容については、広告主へお問い合わせください。

消費生活相談窓口からのお知らせ

不審な電話にご注意ください！！
　自治体職員等をかた
り、 還 付 金 が あ る 等 と
言って、口座番号を聞き
出したり、銀行のＡＴＭ
に誘導しようとしたりす
る電話があったという相
談が増えています。

・「お金が返ってくるのでＡＴＭを操作して」と
いう電話は詐欺です。

・公的機関や金融機関などが、電話で口座番号
や暗証番号などを聞き出すことはありませ
ん。

　早島町では、特殊詐欺被害防止のための機能
付き電話機等の購入を補助しています。補助を
受けるには、事前の申請が必要です。詳しくは
本紙９ページ又は町ホームページをご確認くだ
さい。

「怪しいな？」と思ったらお気軽にご相談くだ
さい。
消費者ホットライン　188（イヤヤ）
問　まちづくり企画課（☎086・482・0612）



日 月 火 水 木 金 土
６／25 26 27 28 29 30 ７／１

●こころの健康
　相談（要予約）

13：00～14：00
　栴檀の家
●権利擁護・成年
　後見相談（要予約）
　14：00～16：00

 町役場

町県民税第1期、
国民健康保険税
第1期納期限

早島・倉敷
花ござまつり
9：00～17：00
町役場西駐車場
ほか

燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 資源ごみ（紙類）

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
早島・倉敷
花ござまつり
9：00～16：00
町役場西駐車場 ほか

身体障がい者
相談
10：00～12：00
オアシス早島

1歳6か月児健診
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

吹奏楽フェスティバル
2023
13：30～
ゆるびの舎・文化ホール

燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 燃やせないごみＡ 燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 資源ごみ（金属類）

９ 10 11 12 13 14 15
●行政相談

13：00～14：00
　オアシス早島
●心配ごと相談・
　児童相談

13：00～14：00
オアシス早島

●4か月児健診・
　9か月児健診

ゆるびの舎・
健康づくりセンター

人権相談
9：00～12：00
ゆるびの舎・
2階集会室

●園庭開放
　9：00～11：00
　幼稚園
●マイナンバー
　カード
　（交付・更新）
　夜間開庁
　～19：00
　町役場

“ゆるび”
WEEKEND
コンサート
19：00 ～
ゆるびの舎・
エントランスホール

燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 燃やせないごみB 燃やせるごみＡ 燃やせるごみB

16 17 海の日 18 19 20 21 22
アンサンブル早島
サマーコンサート
2023　14：00～
ゆるびの舎・
文化ホール

法律相談
（要電話予約
  当日9：00〜13：00）
13：00～16：00
町役場

燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 燃やせないごみA 燃やせるごみＡ 燃やせるごみB

23 24 25 26 27 28 29
ベビママサロン
2 回目
ゆるびの舎・
健康づくりセンター

こころの健康相談
（要予約）
13：00～14：00
栴檀の家

“ゆるび”
WEEKEND
コンサート
19：00 ～
ゆるびの舎・
エントランスホール

燃やせるごみＡ 燃やせるごみB 燃やせるごみＡ 燃やせるごみB

まちのカレンダー

矢尾　日笠山　若宮

無津　塩津　官舎　大池

真磯台　市場　備南台

金田　噂島　下野　畑岡

ごみA地区

中山　ニュー早島　頓行

小浜　塩地　花町　片田

長津　弁才天　宮崎

舟本　前潟　下前潟

三軒地　久々原

ごみB地区 休日当番医

燃やせないごみB
午後から▶粗大ごみ戸別収集

資源ごみ
（布類・ペットボトル）

資源ごみ（びん類・廃乾
電池・水銀を含む蛍光管等）

２日㈰ 岡山市立せのお病院（南区妹尾） ☎086・282・1211
９日㈰ 中島病院（南区妹尾） ☎086・282・0218
16日㈰ 南岡山医療センター（早島） ☎086・482・1121
17日（月・祝）そうしんクリニック茶屋町（茶屋町）☎086・428・9000
23日㈰ 木村医院（早島） ☎086・482・0028
30日㈰ 撫川クリニック（北区撫川） ☎086・292・8133

7月20237月2023

30 31

燃やせるごみＡ

マイナンバー
カード（交付・更新）
日曜開庁
8：30～12：00
町役場

固定資産税第2期、
国民健康保険税
第2期納期限

燃やせないごみB
午後から▶粗大ごみ戸別収集
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